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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声信号と処理対象画像を受信するための受信モジュールと、
　目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と前記処理対象画像の処
理領域である目標領域に変換するための変換モジュールと、
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するための処理モ
ジュールと、
　テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域を記憶するための記憶モジュール
と、を備え、
　前記変換モジュールは、具体的に、
　音声認識技術、語義理解技術及び前記目標音声命令変換モデルによって前記音声信号を
前記画像処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられることを特徴とする画像処理装置
。
【請求項２】
　前記変換モジュールは、具体的に、
　音声認識技術によって前記音声信号を前記テキスト情報に変換し、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像
処理命令に変換し、
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　前記画像処理命令における前記語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象
画像を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられることを特徴とする請求項１
に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記処理モジュールは、具体的に、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジュールからＭ（Ｍは１より大きい整数
）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ために用いられることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記処理モジュールは、さらに具体的に、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ個の画像
処理命令を取得し、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ために用いられることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記変換モジュールは、音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標
音声命令変換モデルを取得するために用いられることを特徴とする請求項１に記載の画像
処理装置。
【請求項６】
　前記変換モジュールは、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するためにも用いられることを特徴と
する請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理装置は、前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変
換し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、前記予測命令及び
その対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記
目標音声命令変換モデルを取得するための訓練モジュールをさらに備えることを特徴とす
る請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記処理モジュールは、画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像
処理モデルを取得するために用いられることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。
【請求項９】
　前記処理モジュールは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられることを特徴とする請求項
８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記画像処理装置は訓練モジュールをさらに備え、前記訓練モジュールは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられることを特徴とする請求項
１に記載の画像処理装置。
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【請求項１１】
　前記音声信号と処理対象画像を受信する前に、前記画像処理装置は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するためにも用いられることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる
ことを特徴とする請求項１１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記画像処理装置は、具体的に、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定しと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するために用いられることを特徴とす
る請求項１１に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記画像処理装置は、画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処
理モデルを取得するために用いられることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記画像処理装置は、具体的に、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するために用いられることを特徴とする請求項１
４に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　音声信号及び処理対象画像を受信するステップと、
　目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と前記処理対象画像の処
理領域である目標領域に変換するステップと、
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するステップと、
　テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域を記憶するステップと、を含み、
　前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換す
るステップは、
　音声認識技術、語義理解技術及び前記音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記
画像処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含むことを特徴とする画像処理方
法。
【請求項１７】
　前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換す
るステップは、
　音声認識技術によって前記音声信号を前記テキスト情報に変換するステップと、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像
処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における前記語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象
画像を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、をさらに含むことを特徴とする
請求項１６に記載の画像処理方法。
【請求項１８】
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するステップは、
　予め設定された時間ウィンドウ内で記憶モジュールからＭ（Ｍは１より大きい整数）個
の画像処理命令を取得するステップと、
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　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップと、を含むことを特徴とする請求項１６に記載の画像処理方法。
【請求項１９】
　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップは、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップと、を含むことを特徴とする請求項１８に記載の画像処理方法。
【請求項２０】
　前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの前に、前記方法は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の画像処理方法。
【請求項２１】
　前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデル
を取得するステップは、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップと、を含むことを特徴と
する請求項２０に記載の画像処理方法。
【請求項２２】
　前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの前に、前記方法は、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するス
テップをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の画像処理方法。
【請求項２３】
　前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得す
るステップは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得するステ
ップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定するステップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するステップと、を含むことを特徴とする請求項
２２に記載の画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理分野に関し、特に、画像処理装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザーは、写真を撮った後、より良い画像効果を示すために、コンピュータにおける
ＰＳソフトウェア又は携帯電話におけるレタッチソフトウェアによって画像処理を行うこ
とがある。
【０００３】
　しかし、コンピュータにおけるＰＳソフトウェアや携帯電話におけるレタッチソフトウ
ェアを利用して画像処理を行う前に、ユーザーはソフトウェアの使用方法を習得する必要
があり、且つソフトウェアの使用方法を習得した後に、命令を手動で入力してコンピュー
タや携帯電話を制御してレタッチ操作を行う必要がある。ユーザーにとって、このような
方式は時間がかかるだけでなく、ユーザーの経験も悪かった。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の実施例は、音声を入力すると画像を処理できる機能を実現し、画像処理前にユ
ーザーが画像処理ソフトウェアを学習する時間を省き、ユーザーの経験を向上させる画像
処理装置及び方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の態様として、本発明の実施例は、
　音声信号と処理対象画像を受信するための受信モジュールと、
　目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と前記処理対象画像の処
理領域である目標領域に変換するための変換モジュールと、
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するための処理モ
ジュールと、を備える画像処理装置を提供する。
【０００６】
　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールは、具体的に、
　音声認識技術によって前記音声信号をテキスト情報に変換し、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像
処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【０００７】
　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールは、さらに具体的に、
　音声認識技術、語義理解技術及び前記目標音声命令変換モデルによって前記音声信号を
前記画像処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【０００８】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置は、
　前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域を記憶するための記憶モジュ
ールをさらに備える。
【０００９】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールは、具体的に、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジュールからＭ（Ｍは１より大きい整数
）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ために用いられる。
【００１０】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールは、さらに具体的に、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ために用いられる。
【００１１】
　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールは、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するために用いられる。
【００１２】
　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールによる前記音声命令変換モデル
の自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【００１３】
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　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールによる前記音声命令変換モデル
の自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【００１４】
　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールによる前記音声命令変換モジュ
ールの自己適応訓練は監督されるか、又は監督されない。
【００１５】
　また、好ましい一実施例において、前記変換モジュールは、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するためにも用いられる。
【００１６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置は、
　音声命令変換モデルに基づいて上記音声信号を予測命令に変換し、前記予測命令及びそ
の対応する命令セットの相関係数を確定し、前記予測命令及びその対応する命令セットの
相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを
取得するための訓練モジュールをさらに備える。
【００１７】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールは、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するた
めに用いられる。
【００１８】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールによる前記画像処理モデルの自
己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【００１９】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールによる前記画像処理モデルの自
己適応訓練は監督されるか、又は監督されない。
【００２０】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【００２１】
　また、好ましい一実施例において、前記訓練モジュールは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【００２２】
　第２の態様として、本発明の実施例は、
　音声信号及び処理対象画像を受信するステップと、
　目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と前記処理対象画像の処
理領域である目標領域に変換するステップと、
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するステップと、
を含む画像処理方法を提供する。
【００２３】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、
　音声認識技術によって前記音声信号をテキスト情報に変換するステップと、
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　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像
処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００２４】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、
　音声認識技術、語義理解技術及び前記音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記
画像処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００２５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認
識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記処理対象画像の処理対象領域を取
得するステップは、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度に基づいて、前記処理対象画像を、粒度の同
じＭ個の領域に分割するステップと、
　前記画像処理命令に応じて、前記Ｍ個の領域から前記目標領域を取得するステップと、
を含む。
【００２６】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、
　前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域を記憶するステップをさらに
含む。
【００２７】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理する
ステップは、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジュールからＭ（Ｍは１より大きい整数
）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップと、を含む。
【００２８】
　また、好ましい一実施例において、前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデル
に基づいて前記目標領域を処理するステップは、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップと、を含む。
【００２９】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するステップをさらに含む。
【００３０】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオ
フライン又はオンラインで行われる。
【００３１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モジュールに対する自己適応訓練
は監督されるか、又は監督されない。
【００３２】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行
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って、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップは、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップと、を含む。
【００３３】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するス
テップをさらに含む。
【００３４】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフラ
イン又はオンラインで行われる。
【００３５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督さ
れるか、又は監督されない。
【００３６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って
、前記目標画像処理モデルを取得するステップは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得するステ
ップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定するステップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するステップと、を含む。
【００３７】
　本発明の実施例の技術手段において、画像処理装置の受信モジュールは音声信号と処理
対象画像を取得し、画像処理装置の変換モジュールは目標音声命令変換モデルに従って前
記音声信号を画像処理命令と前記処理対象画像の処理領域である目標領域に変換し、画像
処理装置の処理モジュールは前記画像処理命令と前記目標音声命令変換モデルに従って前
記目標領域を処理することができることが分かる。従来の画像処理技術と比べると、本発
明は、音声によって画像処理を行うので、画像処理前にユーザーが画像処理ソフトウェア
を学習する時間を省き、ユーザーの経験を向上させている。
【００３８】
　第３の態様として、本発明の実施例は、
　ユーザーの入力した音声信号を収集するための音声収集装置と、
　目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と処理対象画像の処理領
域である目標領域に変換するための命令変換装置と、
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するための画像処
理機と、を備える画像処理装置を提供する。
【００３９】
　また、好ましい一実施例において、前記命令変換装置は、
　前記音声認識技術によって音声信号をテキスト情報に変換するための第１の音声認識装
置と、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによってテキスト情報を前記画像処理
命令に変換するための音声テキスト変換装置と、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するための第１の画像認識装置と、を備える。
【００４０】
　また、好ましい一実施例において、前記命令変換装置は、
　前記音声認識技術、語義理解技術及び前記目標音声命令変換モデルによって前記音声信
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号を前記画像処理命令に変換するための第２の音声認識装置と、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するための第２の画像認識装置と、を備える。
【００４１】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置は、
　前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域を記憶するためのメモリをさ
らに備える。
【００４２】
　また、好ましい一実施例において、その特徴として、前記画像処理機は、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記メモリからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画
像処理命令を取得するための命令取得モジュールと、
　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ための処理モジュールと、を備える。
【００４３】
　また、好ましい一実施例において、前記処理モジュールは、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
。
【００４４】
　また、好ましい一実施例において、前記命令変換装置は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するために用いられる。
【００４５】
　また、好ましい一実施例において、前記命令変換装置による前記音声命令変換モデルの
自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【００４６】
　また、好ましい一実施例において、前記命令変換装置による前記音声命令変換モデルの
自己適応訓練は監督されるか、又は監督されない。
【００４７】
　また、好ましい一実施例において、前記命令変換装置は、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するためにも用いられる。
【００４８】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置は、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、前記予測命令及
びその対応する命令セットの相関係数を確定し、前記予測命令及びその対応する命令セッ
トの相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデ
ルを取得するための訓練装置をさらに備える。
【００４９】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理機は、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するた
めに用いられる。
【００５０】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理機による前記画像処理モデルの自己適
応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【００５１】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理機による前記画像処理モデルの自己適
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応訓練は監督されるか、又は監督されない。
【００５２】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理機は、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【００５３】
　また、好ましい一実施例において、前記訓練装置は、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【００５４】
　第４の態様として、本発明の実施例は、
　ユーザーの入力した音声信号を収集するステップと、
　目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と処理対象画像の処理領
域である目標領域に変換するステップと、
　前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するステップと、
を含む画像処理方法を提供する。
【００５５】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、
　音声認識技術によって前記音声信号をテキスト情報に変換するステップと、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像
処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００５６】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、
　音声認識技術、語義理解技術及び前記音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記
画像処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００５７】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、
　前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域を記憶するステップをさらに
含む。
【００５８】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前
記目標領域を処理するステップは、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記メモリからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画
像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップと、を含む。
【００５９】
　また、好ましい一実施例において、前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデル
に基づいて前記目標領域を処理するステップは、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
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記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理する
ステップと、を含む。
【００６０】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するステップをさらに含む。
【００６１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオ
フライン又はオンラインで行われる。
【００６２】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練は監
督されるか、又は監督されない。
【００６３】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行
って、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップは、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップと、を含む。
【００６４】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するス
テップをさらに含む。
【００６５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフラ
イン又はオンラインで行われる。
【００６６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督さ
れるか、又は監督されない。
【００６７】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って
、前記目標画像処理モデルを取得するステップは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得するステ
ップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定するステップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するステップと、を含む。
【００６８】
　第５の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第３の態様の前記画像処理装
置を備える画像処理チップも提供する。
【００６９】
　また、好ましい一実施例において、上記チップは、メインチップと、連携チップとを備
え、
　上記連携チップは、本発明の実施例の第１の態様に記載の装置を備え、上記メインチッ
プは上記連携チップに起動信号を与え、処理対象画像と画像処理命令が上記連携チップに
伝送されるように制御するためのものである。
【００７０】
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　第６の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第５の態様に記載の画像処理
チップを備えるチップパッケージ構造を提供する。
【００７１】
　第７の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第６の態様に記載のチップパ
ッケージ構造を備えるボードカードを提供する。
【００７２】
　第８の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第７の態様に記載のボードカ
ードを備える電子機器を提供する。
【００７３】
　なお、本発明の実施例の技術手段において、音声収集装置はユーザーの入力した音声信
号を収集し、命令変換装置は目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命
令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換し、画像処理機は前記画像処理命令と
目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理することができることが分かる。従来の
画像処理技術と比べると、本発明は、音声によって画像処理を行うので、画像処理前にユ
ーザーが画像処理ソフトウェアを学習する時間を省き、ユーザーの経験を向上させている
。
【００７４】
　第９の態様として、本発明の実施例は、
　音声信号と処理対象画像を入力するための入出力手段と、
　前記音声信号と前記処理対象画像を記憶するための記憶手段と、
　前記音声信号を画像処理命令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換し、前記
画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得し、前記処理対象画
像を前記記憶手段に記憶するための画像処理手段と、を備え、
　前記入出力手段は、前記処理後の画像を出力するためにも用いられる画像処理装置を提
供する。
【００７５】
　また、好ましい一実施例において、前記記憶手段は、ニューロン記憶手段と、重みキャ
ッシュ手段とを備え、前記画像処理手段のニューラルネットワーク演算手段は、ニューラ
ルネットワーク演算サブ手段を備え、
　前記ニューロン記憶手段が前記音声信号と前記処理対象画像を記憶するために用いられ
、且つ、前記重みキャッシュ手段が目標音声命令変換モデルと目標画像処理モデルを記憶
するために用いられる場合、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は前記目標音声命
令変換モデルに従って前記音声信号を前記画像処理命令と前記目標領域に変換するために
用いられ、
　前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、前記目標画像処理モデルと前記画像処理
命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得するためにも用いられ、
　前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、前記処理後の画像を前記ニューロン記憶
手段に記憶するためにも用いられる。
【００７６】
　また、好ましい一実施例において、前記記憶手段は汎用データキャッシュ手段を備え、
前記画像処理手段のニューラルネットワーク演算手段は汎用演算サブ手段を備え、
　前記汎用データキャッシュ手段が前記音声信号と前記処理対象画像を受信するために用
いられる場合、前記汎用演算サブ手段は前記音声信号を前記画像処理命令と前記目標領域
に変換するために用いられ、
　前記汎用演算サブ手段は、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後
の画像を取得するためにも用いられ、
　前記汎用演算サブ手段は、前記処理後の画像を前記汎用データ記憶手段に記憶するため
にも用いられる。
【００７７】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、具体
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的に、
　音声認識技術に基づいて前記音声信号をテキスト情報に変換し、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルに基づいて前記テキスト情報を前記画
像処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【００７８】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、具体
的に、
　音声認識技術、語義理解技術及び前記目標音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号
を前記画像処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【００７９】
　また、好ましい一実施例において、前記汎用演算サブ手段は、具体的に、
　音声認識技術に基づいて前記音声信号をテキスト情報に変換し、
　自然言語処理技術に基づいて前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【００８０】
　また、好ましい一実施例において、前記汎用演算サブ手段は、具体的に、
　音声認識技術と語義理解技術に基づいて前記音声信号を前記画像処理命令に変換し、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【００８１】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューロン記憶手段は、前記目標領域と前記画
像処理命令を記憶するために用いられる。
【００８２】
　また、好ましい一実施例において、前記汎用データキャッシュ手段は前記目標領域と前
記画像処理命令を記憶するために用いられる。
【００８３】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記ニューロン記憶手段からＭ（Ｍは１より大きい
整数）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理して
、処理後の画像を取得するために用いられる。
【００８４】
　また、好ましい一実施例において、前記汎用演算サブ手段は、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記汎用データキャッシュ手段からＭ（Ｍは１より
大きい整数）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得し、
　前記Ｎ個の画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得するた
めに用いられる。
【００８５】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するためにも用いられる。



(14) JP 6810283 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

【００８６】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するためにも用いられる。
【００８７】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するた
めにも用いられる。
【００８８】
　また、好ましい一実施例において、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段は、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【００８９】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置の画像処理手段は、
　ニューラルネットワーク演算命令と汎用演算命令を含む実行されるべき命令を記憶する
ための命令キャッシュ手段と、
　前記ニューラルネットワーク演算命令を前記ニューラルネットワーク演算サブ手段に伝
送し、前記汎用演算命令を前記汎用演算サブ手段に伝送するための命令処理手段と、をさ
らに備える。
【００９０】
　第１０の態様として、本発明の実施例は、
　音声信号と処理対象画像を入力するステップと、
　前記音声信号と前記処理対象画像を記憶するステップと、
　前記音声信号を画像処理命令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換し、前記
画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得し、前記処理対象画
像を前記記憶手段に記憶するステップと、
　前記処理後の画像を出力するステップと、を含む画像処理方法を提供する。
【００９１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、
　音声認識技術によって前記音声信号をテキスト情報に変換するステップと、
　自然言語処理技術と目標音声命令変換モデルに基づいて前記テキスト情報を前記画像処
理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００９２】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、
　音声認識技術、語義理解技術及び目標音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を前
記画像処理命令に変換するステップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００９３】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、
　音声認識技術に基づいて前記音声信号をテキスト情報に変換するステップと、
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　自然言語処理技術に基づいて前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換するステップ
と、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００９４】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、
　音声認識技術と語義理解技術に基づいて前記音声信号を前記画像処理命令に変換するス
テップと、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【００９５】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップの後に、前記方法は、
　前記画像処理命令と前記目標領域を記憶するステップをさらに含む。
【００９６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して
、処理後の画像を取得するステップは、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記ニューロン記憶手段からＭ（Ｍは１より大きい
整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｎ個の画像処理命令と目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理して、処
理後の画像を取得するステップと、を含む。
【００９７】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して
、処理後の画像を取得するステップは、
　予め設定された時間ウィンドウ内で前記汎用データキャッシュ手段からＭ（Ｍは１より
大きい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前
記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、
　前記Ｎ個の画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得するス
テップと、を含む。
【００９８】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、
　音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取
得するステップをさらに含む。
【００９９】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行
って、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップは、
　前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定するステップと、
　前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデル
を最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップと、を含む。
【０１００】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、
　画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目標画像処理モデルを取得するス
テップをさらに含む。
【０１０１】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行うス
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テップは、
　前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得するステ
ップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定するステップと、
　前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適
化して、前記目標画像処理モデルを取得するステップと、を含む。
【０１０２】
　第１１の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第１の態様の前記画像処理
装置を備える画像処理チップも提供している。
【０１０３】
　また、好ましい一実施例において、上記チップは、メインチップと、連携チップとを備
え、
　上記連携チップは、本発明の実施例の第１の態様に記載の装置を備え、上記メインチッ
プは上記連携チップに起動信号を与え、処理対象画像と画像処理命令が上記連携チップに
伝送されるように制御するためのものである。
【０１０４】
　第１２の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第１１の態様に記載の画像
処理チップを備えるチップパッケージ構造を提供する。
【０１０５】
　第１３の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第１２の態様に記載のチッ
プパッケージ構造を備えるボードカードを提供する。
【０１０６】
　第１４の態様として、本発明の実施例は、本発明の実施例の第１３の態様に記載のボー
ドカードを備える電子機器を提供する。
【発明の効果】
【０１０７】
　なお、本発明の実施例の技術手段において、入出力手段は音声信号と処理対象画像を入
力し、記憶手段は前記音声信号と前記処理対象画像を記憶し、画像処理手段は前記音声信
号を画像処理命令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換し、前記画像処理命令
に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得し、前記処理対象画像を前記記憶
手段に記憶し、前記入出力手段は前記処理後の画像を出力することができることが分かる
。従来の画像処理技術と比べると、本発明は、音声によって画像処理を行うので、画像処
理前にユーザーが画像処理ソフトウェアを学習する時間を省き、ユーザーの経験を向上さ
せている。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
　以下では、本発明の実施例又は従来技術における技術案をより明らかに説明するために
、実施例又は従来技術の記述に使用する必要がある図面について簡単に説明する。なお、
以下の説明における図面は単に本発明の一部の実施例に過ぎず、当業者にとって、これら
の図面に基づいて創造的な活動をしない前提で他の図面を得ることができることは言うま
でもない。
【図１】本発明の実施例が提供する画像処理装置の構造模式図である。
【図２】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
【図３】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
【図４】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
【図５】本発明の実施例が提供するチップの構造模式図である。
【図６】本発明の実施例が提供する他のチップの構造模式図である。
【図７】本発明の実施例が提供する画像処理方法のフローチャートである。
【図８】本発明の実施例が提供する画像処理装置の構造模式図である。
【図９】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
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【図１０】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
【図１１】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
【図１２】本発明の実施例が提供する電子機器の構造模式図である。
【図１３】本発明の実施例が提供する画像処理方法のフローチャートである。
【図１４】本発明の実施例が提供する画像処理装置の構造模式図である。
【図１５】本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の部分構造模式図である。
【図１６】本発明の実施例が提供する電子機器の構造模式図である。
【図１７】本発明の実施例が提供する画像処理方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０１０９】
　以下に、それぞれを詳細に説明する。
【０１１０】
　本発明の明細書、特許請求の範囲及び前記図面における「第１」、「第２」、「第３」
及び「第４」等の用語は異なる相手を区別するために使用され、特定の順序を説明するこ
とを意図しない。また、用語「含む」、「有する」及びそれらのいずれか変更は、非排他
的に含むことを意図している。例えば、一連のステップ又は手段を含む過程、方法、シス
テム、製品又は機器は、列挙されたステップ又は手段に限定されず、列挙していないステ
ップ又は手段を選択的に含むか、或いは、これらの過程、方法、製品又は機器に固有の他
のステップ又は手段を選択的に含むことができる。
【０１１１】
　本明細書で言及している「実施例」は、実施例と併せて説明する特定の特徴、構造又は
特性が本発明の少なくとも一つの実施例に含まれ得ることを意味する。明細書の様々な箇
所で出現する当該短句は、必ずしも同じ実施例を指しているわけではなく、他の実施例と
相互排除する独立又は候補の実施例でもない。当業者であれば、本明細書に記載の実施例
が他の実施例と組み合わせることができることを明示的及び暗黙的に理解するであろう。
【０１１２】
　第１の態様として、本発明の実施例が提供する画像処理装置の構造模式図である図１に
示すように、当該画像処理装置１００は、
　音声信号と処理対象画像を受信するための受信モジュール１０１を備える。
【０１１３】
　好ましくは、上記画像処理装置１００は、前処理モジュールをさらに備え、上記受信モ
ジュール１０１が上記音声信号を受信した後、上記前処理モジュールは当該音声信号に対
して騒音低減処理を実行する。
【０１１４】
　好ましくは、受信モジュール１０１は、オーディオ収集手段を備え、当該オーディオ収
集手段は、音声センサ、マイクロフォン、ピックアップや、他のオーディオ収集機器であ
ってもよい。
【０１１５】
　具体的に、上記受信装置１０１は、上記音声信号を受信する時、環境声音信号も受信す
る。上記前処理モジュールは、上記環境声音信号に応じて上記音声信号に対して騒音低減
処理を実行する。当該環境声音信号は上記音声信号にとって騒音である。
【０１１６】
　さらに、上記オーディオ収集手段は、上記音声信号と上記環境声音信号の収集に用いる
だけでなく、騒音低減処理も実現するペアマイクロフォンアレイを含んでもよい。
【０１１７】
　好ましくは、１つの可能な実施例において、上記画像処理装置は、第１の記憶モジュー
ルと第２の記憶モジュールとをさらに備える。上記受信装置が上記音声信号と上記処理対
象画像を受信した後、上記画像処理装置は上記音声信号と上記処理対象画像を第１の記憶
モジュールと第２の記憶モジュールにそれぞれ記憶する。
【０１１８】
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　好ましくは、上記第１の記憶モジュールと上記第２の記憶モジュールは、同一の記憶モ
ジュールであってもよく、異なる記憶モジュールであってもよい。
【０１１９】
　変換モジュール１０２は、目標音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を画像処理
命令と前記処理対象画像の処理領域である目標領域に変換するために用いられる。
【０１２０】
　好ましくは、上記変換モジュール１０２は、音声認識技術、自然言語処理技術及び画像
認識技術に基づいて前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する前に、上記変換モ
ジュールは上記第１の記憶モジュールから上記音声処理信号を取得する。
【０１２１】
　そのうち、前記変換モジュール１０２は、
　音声認識技術によって前記音声信号をテキスト情報に変換するための第１の音声認識手
段１０２１と、
　自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像
処理命令に変換するための語義理解手段１０２２と、
　前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像
を領域分割し、前記目標領域を取得するための第１の画像認識手段１０２３と、を備える
。
【０１２２】
　さらに、上記変換モジュール１０２は、上記画像処理命令における語義領域の粒度を取
得するための取得手段１０２６をさらに備える。
【０１２３】
　例を挙げて上記語義領域を説明すると、上記画像処理装置１００が音声信号に応じて上
記目標領域が顔領域であると確定した場合、上記語義領域は上記処理対象画像における顔
領域であり、上記画像処理装置は顔を粒度として、上記処理対象画像における複数の顔領
域を取得する。上記目標領域が背景である場合、上記画像処理装置は上記処理対象画像を
背景領域と非背景領域に分割し、上記目標領域が赤色領域である場合、上記画像処理装置
は上記処理対象画像を色に従って異なる色の領域に分割する。
【０１２４】
　具体的に、本発明で使用される音声認識技術は、人工ニューラルネットワーク（Ａｒｔ
ｉｆｉｃｉａｌ　Ｎｅｕｒａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＡＮＮ）、隠れマルコフモデル（Ｈｉ
ｄｄｅｎ　Ｍａｒｋｏｖ　Ｍｏｄｅｌ；ＨＭＭ）等のモデルを含むが、これらに限定され
ない。上記第１の音声認識手段は、上記音声認識技術に基づいて上記音声信号を処理して
もよい。上記自然言語処理技術は、統計的機械学習や、ＡＮＮ等の方法を利用することを
含むが、これらに限定されない。上記語義理解手段は、上記自然言語処理技術に基づいて
語義情報を抽出することができる。上記画像認識技術は、エッジ検出に基づく方法、閾値
分割方法、領域成長及び分水嶺（ｗａｔｅｒｓｈｅｄ）アルゴリズム、階調積分投影（Ｇ
ｒａｙ－ｌｅｖｅｌ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）曲線分析、テン
プレートマッチング、変形可能テンプレート、ハフ（Ｈｏｕｇｈ）変換、スネーク（Ｓｎ
ａｋｅ）演算子、Ｇａｂｏｒウェーブレット変換に基づく弾性マップマッチング技術や、
アクティブ形状モデル及びアクティブ外観モデル等の方法等のアルゴリズムを含むが、こ
れらに限定されない。上記画像認識手段は、上記画像認識技術に基づいて上記処理対象画
像を異なる領域に分割することができる。
【０１２５】
　また、好ましい一実施例において、上記音声認識手段１０２１は上記音声認識技術によ
って上記音声信号をテキスト情報に変換し、当該テキスト情報を上記第１の記憶モジュー
ルに保存する。上記語義理解手段１０２２は上記第１の記憶モジュールから上記テキスト
情報を取得し、自然言語処理技術と上記目標音声命令変換モデルによって当該テキスト情
報を画像処理命令に変換し、画像処理命令を上記第１の記憶モジュールに保存する。上記
第１の画像認識手段１０２３は上記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術
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に基づいて上記処理対象画像を領域分割し、上記目標領域を取得し、上記分割結果と上記
目標領域を上記第２の記憶モジュールに記憶する。
【０１２６】
　また、好ましい一実施例において、上記変換モジュール１０２は、
　音声認識技術、自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルに基づいて上記音声信
号を直接に上記画像処理命令に変換し、当該画像処理命令を第１の記憶モジュールに保存
するための音声認識手段１０２５と、
　上記画像処理命令における上記処理対象画像を操作する語義領域の粒度に基づいて、当
該処理対象画像を当該語義領域の粒度に従って分割し、上記処理対象画像を処理する領域
である目標領域を取得し、分割後の結果及び上記目標領域を第２の記憶モジュールに記憶
する第２の画像認識手段１０２６と、を備えてもよい。
【０１２７】
　好ましくは、上記受信モジュール１０１が上記音声信号と上記処理対象画像を受信する
前に、上記変換モジュール１０２が音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、
上記目標音声命令変換モデルを取得する。
【０１２８】
　また、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行
われる。
【０１２９】
　具体的に、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練がオフラインで行われること
は、具体的に、上記変換モジュール１０２がそのハードウェアを基で上記音声命令変換モ
デルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得することである。上
記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練がオンラインで行われることは、具体的に、
上記変換モジュールと異なるクラウドサーバが上記音声命令変換モデルに対して自己適応
訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得することである。上記変換モジュール１０
２が上記目標音声命令変換モデルを使用する必要がある場合、当該変換モジュール１０２
は上記クラウドサーバから当該目標音声命令変換モデルを取得する。
【０１３０】
　好ましくは、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練は監督されるか、又は監督
されない。
【０１３１】
　具体的に、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的
に、上記変換モジュール１０２が音声命令変換モデルに基づいて上記音声信号を予測命令
に変換し、その後に、上記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、当
該命令セットは手動で音声信号に従って取得される命令のセットであり、上記変換モジュ
ール１０２が前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令
変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得することである。
【０１３２】
　また、好ましい一実施例において、上記画像処理装置１００は、前記音声命令変換モデ
ルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、前記予測命令及びその対応する命令セッ
トの相関係数を確定し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前
記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するための訓練
モジュール１０５をさらに備える。
【０１３３】
　一例として、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体
的に、上記変換モジュール１０２又は訓練モジュール１０５が、画像の色の変更や、画像
の回転等の関連命令を含む音声信号を受信することである。命令毎に１つの命令セットが
対応する。自己適応訓練用の入力した音声信号にとって、対応する命令セットは既知のも
のであり、上記変換モジュール１０２又は訓練モジュール１０５はこれらの音声信号を音
声命令変換モデルの入力データとして、出力後の予測命令を取得する。上記変換モジュー
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ル１０２又は訓練モジュール１０５は、上記予測命令及びその対応する命令セットの相関
係数を算出し、上記音声命令変換モデルにおけるパラメータ（重みや、オフセット等）を
適応的に更新して、上記音声命令変換モデルの性能を向上し、さらに上記目標音声命令変
換モデルを取得する。
【０１３４】
　前記画像処理装置１００は、前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域
を記憶するための記憶モジュール１０４をさらに備える。
【０１３５】
　また、好ましい一実施例において、上記記憶モジュール１０４は、上記第１の記憶モジ
ュール及び第２の記憶モジュールと同一の記憶モジュールであってもよく、異なる記憶モ
ジュールであってもよい。
【０１３６】
　処理モジュール１０３は、前記画像処理命令と目標画像処理モデルに基づいて前記処理
対象画像を処理するためのものである。
【０１３７】
　また、前記処理モジュール１０３は、予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジ
ュールからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得するための取得手段１０
３１と、前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処
理するための処理手段１０３２と、をさらに備える。
【０１３８】
　好ましくは、前記処理手段１０３２は、前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有す
る画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得
し、前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理す
るために用いられる。
【０１３９】
　具体的に、上記予め設定された時間ウィンドウは、予め設定された時間長であると理解
してもよい。予め設定された時間長内で上記取得手段１０３１は上記記憶モジュール１０
４からＭ個の画像処理命令を取得した後、上記処理手段１０３２は上記Ｍ個の画像処理命
令について２つずつ比較し、当該Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する命令を削除
して、Ｎ個の画像処理命令を取得する。上記処理手段１０３２は上記Ｎ個の処理命令と上
記目標画像処理モデルに基づいて上記処理対象画像を処理する。
【０１４０】
　一例として、上記処理手段１０３２は上記Ｍ個の画像処理命令について２つずつ比較す
る。画像処理命令Ａと画像処理命令Ｂとが同じである場合、上記処理手段１０３２は上記
画像処理命令Ａ及びＢのうち最大のオーバーヘッドを削除し、画像処理命令Ａと画像処理
命令Ｂとが異なる場合、上記処理手段１０３２は上記画像処理命令Ａと上記画像処理命令
Ｂの類似度係数を取得する。当該類似度係数が類似度閾値よりも大きい時、上記画像処理
命令Ａと上記画像処理命令Ｂの機能が同じであることを確定し、上記処理手段１０３２は
上記画像処理命令Ａ及びＢのうち最大のオーバーヘッドを削除し、上記類似度係数が上記
類似度閾値よりも小さい時、上記処理手段１０３２は上記画像処理命令Ａ及びＢの機能が
異なることを確定する。当該画像処理命令Ａ及びＢは上記Ｍ個の処理命令のうちの任意の
２つである。
【０１４１】
　具体的に、上記処理モジュール１０３に対し、その入力と出力はいずれも画像である。
上記処理モジュール１０３のＡＮＮや従来のコンピュータビジョン方法に限られない方法
によって上記処理対象画像に対して行う処理は、美体（例えば美脚、豊胸）、顔の変更、
顔の美化、オブジェクトの変更（猫と犬の交換、シマウマの馬への変更、リンゴとオレン
ジの交換等）、背景の変更（後の森を畑に置き換え）、遮蔽物除去（例えば片目が顔に遮
られると、再度に目を再構成する）、スタイルの変換（１秒でゴッホ画風へ変更）、位置
姿勢の変換（例えば立っている状態から座る状態に変更、顔の正面から側面への変更）、
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油絵以外のものが油絵に変更、画像背景の色の変更や、画像中のオブジェクト場所の季節
の背景の変更等を含むが、これらに限定されない。
【０１４２】
　好ましくは、上記受信モジュール１０１が上記音声信号と上記処理対象画像を受信する
前に、上記処理モジュール１０３は画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、上記
目標画像処理モデルを取得する。
【０１４３】
　また、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われ
る。
【０１４４】
　具体的に、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練がオフラインで行われることは、
具体的に、上記処理モジュール１０３がそのハードウェアを基で上記画像処理モデルに対
して自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得することである。上記画像処
理モデルに対する自己適応訓練がオンラインで行われることは、具体的に、上記変換モジ
ュールと異なるクラウドサーバが上記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、目
標画像処理モデルを取得することである。上記処理モジュール１０３が上記目標画像処理
モデルを使用する必要がある場合、当該処理モジュール１０３は上記クラウドサーバから
当該目標画像処理モデルを取得する。
【０１４５】
　好ましくは、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督されるか、又は監督され
ない。
【０１４６】
　具体的に、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的に、
上記処理モジュール１０３が画像処理モデルに基づいて上記音声信号を予測画像に変換し
、その後に、上記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、当該目標は手
動で音声信号に従って処理対象画像を処理することで得られる画像であり、上記処理モジ
ュール１０３が前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理
モデルを最適化して、前記目標画像処理モデルを取得することである。
【０１４７】
　また、好ましい一実施例において、上記画像処理装置１００は、前記音声命令変換モデ
ルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、前記予測命令及びその対応する命令セッ
トの相関係数を確定し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前
記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するための訓練
モジュール１０５をさらに備える。
【０１４８】
　一例として、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的に
、上記処理モジュール１０３又は訓練モジュール１０５が、画像の色の変更や、画像の回
転等の関連命令を含む音声信号を受信することである。命令毎にいつの目標画像が対応す
る。自己適応訓練用の入力した音声信号にとって、対応する目標画像は既知のものであり
、上記処理モジュール１０３又は訓練モジュール１０５はこれらの音声信号を画像処理モ
デルの入力データとして、出力後の予測画像を取得する。上記処理モジュール１０３又は
訓練モジュール１０５は、上記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を算出し、
上記画像処理モデルにおけるパラメータ（重みや、オフセット等）を適応的に更新して、
上記画像処理モデルの性能を向上し、さらに上記目標画像処理モデルを取得する。
【０１４９】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置１００の変換モジュール１０２は
、変換モジュール１０２における音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、目
標音声命令変換モデルを取得するために用いることができる。また、前記画像処理装置１
００の処理モジュール１０３は、処理モジュール１０３における画像処理モデルに対して
自己適応訓練を行って、目標画像処理モデルを取得するために用いることができる。
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【０１５０】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置１００は、変換モジュール１０２
における音声命令変換モデルと処理モジュール１０３における画像処理モデルに対してそ
れぞれ自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルと目標画像処理モデルを取得する
ための訓練モジュール１０５をさらに備える。
【０１５１】
　上記訓練モジュール１０５は、監督される方法又は監督されない方法によって上記音声
命令変換モデル又は上記画像処理モデルにおける構造とパラメータを調整して、当該音声
命令変換モデル又は画像処理モデルの性能を向上し、最終に目標音声命令変換モデル又は
目標画像処理モデルを取得することができる。
【０１５２】
　本実施例において、画像処理装置１００はモジュール化されている。本明細書における
「モジュール」は、特定用途向け集積回路（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ；ＡＳＩＣ）、１つ又は複数のソフトウェア又
はファームウェアプログラムを実行するプロセッサー及びメモリ、集積論理回路、及び／
又は他の上記機能を提供することができるデバイスを指してもよい。また、以上の受信モ
ジュール１０１、変換モジュール１０２、処理モジュール１０３、記憶モジュール１０４
、及び訓練モジュール１０５は、図５、図６、図７に示す人工ニューラルネットワークチ
ップによって実現することができる。
【０１５３】
　好ましくは、上記画像処理装置１００の変換モジュール１０２又は処理モジュール１０
３の処理手段１０３２は人工ニューラルネットワークチップである。即ち、上記変換モジ
ュール１０２と上記処理モジュール１０３の処理手段１０３２は独立した２枚の人工ニュ
ーラルネットワークチップであり、その構造はそれぞれ図５及び図６に示す通りである。
【０１５４】
　本装置において、変換モジュール１０２と処理モジュール１０３は、直列に実行されて
もよく、ソフトウェアパイプラインの形態で実行されてもよい。即ち、処理モジュール１
０３が前の画像を処理する時、変換モジュール１０２は次の画像を処理することができる
。そうすると、ハードウェアのスループットを向上し、画像処理効率を向上することがで
きる。
【０１５５】
　図５を参照すると、図５は人工ニューラルネットワークチップの構造ブロック模式図で
ある。図５に示すように、当該チップは、制御手段５１０と、記憶手段５２０と、入出力
手段５３０とを備える。
【０１５６】
　また、上記制御手段５１０は、ニューラルネットワーク演算命令と汎用演算命令を含む
実行されるべき命令を記憶するための命令キャッシュ手段５１１を備える。
【０１５７】
　一実施形態において、命令キャッシュ手段５１１は並べ替えキャッシュであってもよい
。
【０１５８】
　命令処理手段５１２は、命令キャッシュ手段からニューラルネットワーク演算命令又は
汎用演算命令を取得し、当該命令を処理して上記ニューラルネットワーク演算手段５１９
に供給するためのものである。上記命令処理手段５１２は、命令キャッシュ手段から命令
を取得するための命令取得モジュール５１３と、取得した命令を復号するための復号モジ
ュール５１４と、復号後の命令について順に記憶するための命令キューモジュール５１５
と、を備える。
【０１５９】
　スカラレジスタモジュール５１６は、上記命令に対応するコマンドコードとオペランド
を記憶するためのものである。ニューラルネットワーク演算命令に対応するニューラルネ
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ットワーク演算コマンドコードとオペランド、及び汎用演算命令に対応する汎用演算コマ
ンドコードとオペランドを含んでいる。
【０１６０】
　処理依存関係モジュール５１７は、上記命令処理手段５１２によって送信された命令及
びその対応するコマンドコードとオペランドを判断するためのものであり、当該命令と前
の命令とが同じデータにアクセスするかどうかを判断し、同じデータにアクセスすると、
当該命令を記憶キュー手段５１８に記憶し、前の命令の実行が完了した後に、記憶キュー
手段における当該命令を上記ニューラルネットワーク演算手段５１９に与える。同じデー
タにアクセスしないと、当該命令を直接に上記ニューラルネットワーク演算手段５１９に
与える。
【０１６１】
　記憶キュー手段５１８は、命令が記憶手段にアクセスする時、同じ記憶スペースにアク
セスする連続する２つの命令を記憶するためのものである。
【０１６２】
　具体的に、上記連続する２つの命令の実行結果の正確性を保証するために、現在の命令
が前の命令のデータに依存することが検出された場合、当該連続する２つの命令は依存が
なくなるまで上記記憶キュー手段５１８内で待たなければならない。そうしないと、当該
連続する２つの命令を上記ニューラルネットワーク演算手段に与えることができない。
【０１６３】
　ニューラルネットワーク演算手段５１９は、命令処理手段又は記憶キュー手段から伝送
される命令を処理するためのものである。
【０１６４】
　記憶手段５２０は、ニューロンキャッシュ手段５２１と重みキャッシュ手段５２２とを
備え、ニューラルネットワークデータモデルは上記ニューロンキャッシュ手段５２１と重
みキャッシュ手段５２２に記憶されている。
【０１６５】
　入出力手段５３０は、音声信号を入力し、画像処理命令を出力するためのものである。
【０１６６】
　一実施形態において、記憶手段５２０はスクラッチパッドメモリであってもよく、入出
力手段５３０はＩＯ直接メモリアクセスモジュールであってもよい。
【０１６７】
　具体的に、上記チップ５００、即ち上記処理モジュール１０２が音声信号を画像処理命
令に変換することは、具体的に以下のステップを含む。
【０１６８】
　ステップ５０１では、命令取得モジュール５１３が命令キャッシュ手段５１１から１つ
の音声認識用の演算命令を取り出し、演算命令を復号モジュール５１４に送る。
【０１６９】
　ステップ５０２では、復号モジュール５１４が演算命令を復号し、復号後の命令を命令
キュー手段５１５に送る。
【０１７０】
　ステップ５０３では、スカラレジスタモジュール５１６から前記命令に対応するニュー
ラルネットワーク演算コマンドコードとニューラルネットワーク演算オペランドを取得す
る。
【０１７１】
　ステップ５０４では、命令が処理依存関係モジュール５１７に送られ、処理依存関係モ
ジュール５１７は命令に対応するコマンドコードとオペランドに対して判断を行い、命令
と前の実行完了ではない命令とがデータ上で依存関係が存在するかどうかを判断し、存在
しないと、前記命令を直接にニューラルネットワーク演算手段５１９に送り、存在すると
、命令は前の実行完了ではない命令とデータ上でもはや依存関係が存在しないまで記憶キ
ュー手段５１８で待ちする必要があり、その後に前記命令をニューラルネットワーク演算
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手段５１９に送信する。
【０１７２】
　ステップ５０５では、ニューラルネットワーク演算手段５１９が命令に対応するコマン
ドコードとオペランドに従って必要なデータのアドレスとサイズを確定し、記憶手段５２
０から音声命令変換モデルデータ等を含む必要なデータを取り出す。
【０１７３】
　ステップ５０６では、ニューラルネットワーク演算手段５１９が前記命令に対応するニ
ューラルネットワーク演算を実行し、対応する処理を終了し、画像処理命令を取得し、画
像処理命令を記憶手段５２０に書き戻しする。
【０１７４】
　図６を参照すると、図６は他の人工ニューラルネットワークチップの構造ブロック模式
図である。図６に示すように、当該チップは、制御手段６１０と、記憶手段６２０と、入
出力手段６３０とを備える。
【０１７５】
　また、上記制御手段６１０は、ニューラルネットワーク演算命令と汎用演算命令を含む
実行されるべき命令を記憶するための命令キャッシュ手段６１１を備える。
【０１７６】
　一実施形態において、命令キャッシュ手段６１１は並べ替えキャッシュであってもよい
。
【０１７７】
　命令処理手段６１２は、命令キャッシュ手段からニューラルネットワーク演算命令又は
汎用演算命令を取得し、当該命令を処理して上記ニューラルネットワーク演算手段６１９
に与えるためのものである。また、上記命令処理手段６１２は、命令キャッシュ手段から
命令を取得するための命令取得モジュール６１３と、取得した命令を復号するための復号
モジュール６１４と、復号後の命令について順に記憶するための命令キューモジュール６
１５と、を備える。
【０１７８】
　スカラレジスタモジュール６１６は、上記命令に対応するコマンドコードとオペランド
を記憶するためのものである。ニューラルネットワーク演算命令に対応するニューラルネ
ットワーク演算コマンドコードとオペランド、及び汎用演算命令に対応する汎用演算コマ
ンドコードとオペランドを含んでいる。
【０１７９】
　処理依存関係モジュール６１７は、上記命令処理手段６１２によって送信された命令及
びその対応するコマンドコードとオペランドを判断するためのものであり、当該命令と前
の命令とが同じデータにアクセスするかどうかを判断し、同じデータにアクセスすると、
当該命令を記憶キュー手段６１８に記憶し、前の命令の実行が完了した後に、記憶キュー
手段における当該命令を上記ニューラルネットワーク演算手段６１９に与える。同じデー
タにアクセスしないと、当該命令を直接に上記ニューラルネットワーク演算手段６１９に
与える。
【０１８０】
　記憶キュー手段６１８は、命令が記憶手段にアクセスする時、同じ記憶スペースにアク
セスする連続する２つの命令を記憶するためのものである。
【０１８１】
　具体的に、上記連続する２つの命令の実行結果の正確性を保証するために、現在の命令
が前の命令のデータに依存することが検出された場合、当該連続する２つの命令は依存が
なくなるまで上記記憶キュー手段６１８内で待たなければならない。そうしないと、当該
連続する２つの命令を上記ニューラルネットワーク演算手段に与えることができない。
【０１８２】
　ニューラルネットワーク演算手段６１９は、命令処理手段又は記憶キュー手段から伝送
される命令を処理するためのものである。
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【０１８３】
　記憶手段６２０は、ニューロンキャッシュ手段６２１と重みキャッシュ手段６２２とを
備え、ニューラルネットワークデータモデルは上記ニューロンキャッシュ手段６２１と重
みキャッシュ手段６２２に記憶されている。
【０１８４】
　入出力手段６３０は、画像処理命令と処理対象画像を入力し、処理後の画像を出力する
ためのものである。
【０１８５】
　一実施形態において、記憶手段６２０はスクラッチパッドメモリであってもよく、入出
力手段６３０はＩＯ直接メモリアクセスモジュールであってもよい。
【０１８６】
　上記チップ、即ち上記処理モジュール１０３の処理手段１０３２が行う画像処理は、具
体的に以下のようなステップを含む。
【０１８７】
　ステップ６０１では、命令取得モジュール６１３が命令キャッシュ手段６１１から１つ
の変換モジュールの生成した画像処理の命令を取り出し、演算命令を復号モジュール６１
４に送る。
【０１８８】
　ステップ６０２では、復号モジュール６１４が演算命令を復号し、復号後の命令を命令
キュー手段８１５に送信する。
【０１８９】
　ステップ６０３では、スカラレジスタモジュール６１６から前記命令に対応するニュー
ラルネットワーク演算コマンドコードとニューラルネットワーク演算オペランドを取得す
る。
【０１９０】
　ステップ６０４では、命令が処理依存関係モジュール６１７に送られ、処理依存関係モ
ジュール６１７は命令に対応するコマンドコードとオペランドに対して判断を行い、命令
と前の実行完了ではない命令とがデータ上で依存関係が存在するかどうかを判断し、存在
しないと、前記命令を直接にニューラルネットワーク演算手段６１９に送り、存在すると
、命令は前の実行完了ではない命令とデータ上でもはや依存関係が存在しないまで記憶キ
ュー手段６１８で待ちする必要があり、その後に前記命令に対応するマイクロ命令をニュ
ーラルネットワーク演算手段６１９に送信する。
【０１９１】
　ステップ６０５では、ニューラルネットワーク演算手段６１９が前記命令に対応するコ
マンドコードとオペランドに従って必要なデータのアドレスとサイズを確定し、記憶手段
６２０から処理対象画像や、画像処理モデルデータ等を含む必要なデータを取り出す。
【０１９２】
　ステップ６０６では、ニューラルネットワーク演算手段６１９が前記命令に対応するニ
ューラルネットワーク演算を実行し、対応する処理を終了し、処理結果を記憶手段６２０
に書き戻しする。
【０１９３】
　なお、上記変換モジュール１０２と上記処理モジュール１０３の処理手段１０３２はい
ずれも人工ニューラルネットワークチップ又は汎用処理チップであってもよい。或いは、
上記変換モジュール１０２と上記処理モジュール１０３の処理手段１０３２のうち、一方
が人工ニューラルネットワークチップであり、他方が汎用処理チップであってもよい。
【０１９４】
　好ましくは、上記画像処理装置は、データ処理装置、ロボット、コンピュータ、タブレ
ット、スマート端末、携帯電話、クラウドサーバ、カメラ、ビデオカメラ、プロジェクタ
、腕時計、イヤホン、携帯メモリ又はウェアラブル装置であってもよい。
【０１９５】
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　なお、本発明の実施例の技術案において、受信モジュールが音声信号と処理対象画像を
受信して取得し、変換モジュールが目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像
処理命令と前記処理対象画像に対する処理対象領域に変換し、処理モジュールが前記画像
処理命令と目標画像処理モデルに従って前記処理対象画像の処理領域を処理することがで
きることが分かる。従来の画像処理技術と比べると、本発明は、音声によって画像処理を
行うので、画像処理前にユーザーが画像処理ソフトウェアを学習する時間を省き、ユーザ
ーの経験を向上させている。
【０１９６】
　第２の態様として、本発明の実施例は、音声信号と処理対象画像を受信するための受信
モジュールと、目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と前記処理
対象画像の処理領域である目標領域に変換するための変換モジュールと、前記画像処理命
令と目標画像処理モデルに従って前記目標領域を処理するための処理モジュールと、を備
える画像処理装置をさらに提供する。
【０１９７】
　また、前記変換モジュールは、具体的に、音声認識技術によって前記音声信号をテキス
ト情報に変換し、自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルによって前記テキスト
情報を前記画像処理命令に変換し、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識
技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられ
る。
【０１９８】
　また、前記変換モジュールは、さらに具体的に、音声認識技術、語義理解技術及び前記
目標音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記画像処理命令に変換し、前記画像処
理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し
、前記目標領域を取得するために用いられる。
【０１９９】
　また、前記画像処理装置は、前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域
を記憶するための記憶モジュールをさらに備える。
【０２００】
　また、前記処理モジュールは、具体的に、予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶
モジュールからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得し、前記Ｍ個の画像
処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理するために用いられる
。
【０２０１】
　また、前記処理モジュールは、さらに具体的に、前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機
能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ個の画像処理命令を取得し、前記Ｎ個の画像処理
命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理するために用いられる。
【０２０２】
　また、前記変換モジュールは、音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、前
記目標音声命令変換モデルを取得する。
【０２０３】
　また、前記変換モジュールによる前記音声命令変換モデルの自己適応訓練はオフライン
又はオンラインで行われる。
【０２０４】
　また、前記変換モジュールによる前記音声命令変換モデルの自己適応訓練は監督される
か、又は監督されない。
【０２０５】
　また、前記変換モジュールは、前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測
命令に変換し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、前記予測
命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化し
て、前記目標音声命令変換モデルを取得するためにも用いられる。
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【０２０６】
　また、前記画像処理装置は、前記音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を予測命
令に変換し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、前記予測命
令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して
、前記目標音声命令変換モデルを取得するための訓練モジュールをさらに備える。
【０２０７】
　また、前記処理モジュールは、画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、前記目
標画像処理モデルを取得する。
【０２０８】
　また、前記処理モジュールによる前記画像処理モデルの自己適応訓練はオフライン又は
オンラインで行われる。
【０２０９】
　また、前記処理モジュールによる前記画像処理モデルの自己適応訓練は監督されるか、
又は監督されない。
【０２１０】
　また、前記処理モジュールは、前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理に
よって予測画像を取得し、前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適化
して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【０２１１】
　また、前記訓練モジュールは、前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理に
よって予測画像を取得し、前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、
前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最適化
して、前記目標画像処理モデルを取得するためにも用いられる。
【０２１２】
　なお、上記画像処理装置の実現過程は、図１に示す実施例の具体的な実現過程を参照す
ることができ、ここではさらに詳しく説明しない。
【０２１３】
　第３の態様において、本発明の実施例は画像処理方法を提供する。図７に示すように、
当該方法は、画像処理装置が音声信号と処理対象画像を受信するステップＳ７０１と、前
記画像処理装置が目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令と前記処
理対象画像の処理領域である目標領域に変換するステップＳ７０２と、を含む。
【０２１４】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、音声認識技術によって前記音声信号を
テキスト情報に変換するステップと、自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルに
よって前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換するステップと、前記画像処理命令に
おける語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記目
標領域を取得するステップと、を含む。
【０２１５】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、音声認識技術、語義理解技術及び前記
音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記画像処理命令に変換するステップと、前
記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領
域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【０２１６】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、前記テキスト情報又は前記画像処理命
令又は前記目標領域を記憶するステップをさらに含む。
【０２１７】
　ステップＳ７０３は、前記画像処理装置が前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従
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って前記目標領域を処理するステップである。
【０２１８】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前
記目標領域を処理するステップは、予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジュー
ルからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、前記Ｍ個の
画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理するステップと、
を含む。
【０２１９】
　また、好ましい一実施例において、前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデル
に基づいて前記目標領域を処理するステップは、前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能
を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令
を取得するステップと、前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前
記目標領域を処理するステップと、を含む。
【０２２０】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変
換モデルを取得するステップをさらに含む。
【０２２１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオ
フライン又はオンラインで行われる。
【０２２２】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モジュールに対する自己適応訓練
は監督されるか、又は監督されない。
【０２２３】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行
って、目標音声命令変換モデルを取得するステップは、前記音声命令変換モデルに基づい
て前記音声信号を予測命令に変換するステップと、前記予測命令及びその対応する命令セ
ットの相関係数を確定するステップと、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関
係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得
するステップと、を含む。
【０２２４】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、目標画像処理モデル
を取得するステップをさらに含む。
【０２２５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフラ
イン又はオンラインで行われる。
【０２２６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督さ
れるか、又は監督されない。
【０２２７】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って
、目標画像処理モデルを取得するステップは、前記処理対象画像に対する前記画像処理モ
デルの処理によって予測画像を取得するステップと、前記予測画像及びその対応する目標
画像の相関係数を確定するステップと、前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係
数に従って前記画像処理モデルを最適化して、前記目標画像処理モデルを取得するステッ
プと、を含む。
【０２２８】
　なお、図７に示す方法の各ステップの具体的な実現過程は、上記画像処理装置の具体的
な実現過程を参照すればよい。よって、ここではさらに説明しない。
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【０２２９】
　本発明の実施例はコンピュータ記憶媒体も提供している。当該コンピュータ記憶媒体は
プログラムを記憶することができる。当該プログラムは、実行時に上記した方法実施例に
記載の上記のいずれか画像処理方法の一部又は全部のステップを含む。
【０２３０】
　図８を参照すると、図８は本発明の実施例が提供する画像処理装置の構造模式図である
。図８に示すように、当該画像処理装置８００は、ユーザーが入力した音声信号を収集す
るための音声収集装置８０１を備える。
【０２３１】
　好ましくは、上記画像処理装置８００は、騒音フィルタをさらに備える。上記音声収集
装置８０１が上記音声信号を収集した後、上記騒音フィルタは当該音声信号に対して騒音
低減処理を行う。
【０２３２】
　好ましくは、当該音声収集装置は、音声センサ、マイクロフォン、ピックアップや、他
のオーディオ収集装置であってもよい。
【０２３３】
　具体的に、上記音声収集装置８０１は、上記音声信号を受信する時、環境声音信号も受
信する。上記騒音フィルタは、上記環境声音信号に基づいて上記音声信号に騒音低減処理
を行う。当該環境声音信号は、上記音声信号にとっては騒音である。
【０２３４】
　さらに、上記オーディオ収集装置８０１は、上記音声信号と上記環境声音信号の収集に
用いるだけでなく、騒音低減処理も実現するペアマイクロフォンアレイを含んでもよい。
【０２３５】
　好ましくは、１つの可能な実施例において、上記画像処理装置は第１のメモリをさらに
備える。上記音声収集装置が上記音声信号を収集した後、上記画像処理装置は上記音声信
号を第１のメモリに記憶する。
【０２３６】
　命令変換装置８０２は、目標音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を画像処理命
令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換するために用いられる。
【０２３７】
　好ましくは、上記命令変換装置８０２は、音声認識技術、自然言語処理技術及び画像認
識技術に基づいて前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する前に、上記命令変換
装置８０２は上記第１のメモリから上記音声信号を取得する。
【０２３８】
　また、前記命令変換装置８０２は、音声認識技術によって前記音声信号をテキスト情報
に変換するための第１の音声認識装置８０２１と、自然言語処理技術と前記目標音声命令
変換モデルによって前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換するための音声テキスト
変換装置８０２２と、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づい
て前記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するための第１の画像認識装置８
０２３と、を備える。
【０２３９】
　さらに、上記命令変換装置８０２は、上記画像処理命令における語義領域の粒度を取得
するための取得モジュール８０２６をさらに備える。
【０２４０】
　例を挙げて上記語義領域を説明すると、上記画像処理装置８００が音声信号に応じて上
記目標領域が顔領域であると確定した場合、上記語義領域は上記処理対象画像における顔
領域であり、上記画像処理装置は顔を粒度として、上記処理対象画像における複数の顔領
域を取得する。上記目標領域が背景である場合、上記画像処理装置は上記処理対象画像を
背景領域と非背景領域に分割し、上記目標領域が赤色領域である場合、上記画像処理装置
は上記処理対象画像を色に従って異なる色の領域に分割する。
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【０２４１】
　具体的に、本発明で使用される音声認識技術は、人工ニューラルネットワーク（Ａｒｔ
ｉｆｉｃｉａｌ　Ｎｅｕｒａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＡＮＮ）、隠れマルコフモデル（Ｈｉ
ｄｄｅｎ　Ｍａｒｋｏｖ　Ｍｏｄｅｌ；ＨＭＭ）等のモデルを含むが、これらに限定され
ない。上記第１の音声認識手段は、上記音声認識技術に基づいて上記音声信号を処理して
もよい。上記自然言語処理技術は、統計的機械学習や、ＡＮＮ等の方法を利用することを
含むが、これらに限定されない。上記語義理解手段は、上記自然言語処理技術に基づいて
語義情報を抽出することができる。上記画像認識技術は、エッジ検出に基づく方法、閾値
分割方法、領域成長及び分水嶺（ｗａｔｅｒｓｈｅｄ）アルゴリズム、階調積分投影（Ｇ
ｒａｙ－ｌｅｖｅｌ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）曲線分析、テン
プレートマッチング、変形可能テンプレート、ハフ（Ｈｏｕｇｈ）変換、スネーク（Ｓｎ
ａｋｅ）演算子、Ｇａｂｏｒウェーブレット変換に基づく弾性マップマッチング技術や、
アクティブ形状モデル及びアクティブ外観モデル等の方法等のアルゴリズムを含むが、こ
れらに限定されない。上記画像認識手段は、上記画像認識技術に基づいて上記処理対象画
像を異なる領域に分割することができる。
【０２４２】
　また、好ましい一実施例において、上記第１の音声認識装置８０２１は上記音声認識技
術によって上記音声信号をテキスト情報に変換し、当該テキスト情報を上記第１のメモリ
に保存する。上記音声テキスト変換装置８０２２は上記第１のメモリから上記テキスト情
報を取得し、自然言語処理技術と上記目標音声命令変換モデルによって当該テキスト情報
を画像処理命令に変換し、上記画像処理命令を上記第１のメモリに保存する。上記第１の
画像認識装置８０２３は上記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づ
いて上記処理対象画像を領域分割し、上記目標領域を取得し、上記分割結果と上記目標領
域を上記第２のメモリに記憶する。
【０２４３】
　また、好ましい一実施例において、上記命令変換装置８０２は、音声認識技術、自然言
語処理技術及び上記目標音声命令変換モデルに基づいて上記音声信号を直接に上記画像処
理命令に変換し、当該画像処理命令を第１のメモリに保存するための第２の音声認識装置
８０２５と、上記画像処理命令における上記処理対象画像を操作する語義領域の粒度に基
づいて、当該処理対象画像を当該語義領域の粒度に従って分割し、上記処理対象画像を処
理する領域である目標領域を取得し、分割後の結果及び上記目標領域を第２のメモリに記
憶するための第２の画像認識装置８０２６と、を備えてもよい。
【０２４４】
　好ましくは、上記音声収集装置８０１が上記音声信号と上記処理対象画像を受信する前
に、上記命令変換装置８０２が音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、上記
目標音声命令変換モデルを取得する。
【０２４５】
　また、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行
われる。
【０２４６】
　具体的に、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練がオフラインで行われること
は、具体的に、上記命令変換装置８０２がそのハードウェアを基で上記音声命令変換モデ
ルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得することである。上記
音声命令変換モデルに対する自己適応訓練がオンラインで行われることは、具体的に、上
記命令変換装置８０２と異なるクラウドサーバが上記音声命令変換モデルに対して自己適
応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得することである。上記命令変換装置８０
２が上記目標音声命令変換モデルを使用する必要がある場合、当該命令変換装置８０２は
上記クラウドサーバから当該目標音声命令変換モデルを取得する。
【０２４７】
　好ましくは、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練は監督されるか、又は監督
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されない。
【０２４８】
　具体的に、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的
に、上記命令変換装置８０２が音声命令変換モデルに基づいて上記音声信号を予測命令に
変換し、その後に、上記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を確定し、当該
命令セットは手動で音声信号に従って取得される命令のセットであり、上記命令変換装置
８０２が前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換
モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得することである。
【０２４９】
　また、好ましい一実施例において、上記画像処理装置８００は、前記音声命令変換モデ
ルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、前記予測命令及びその対応する命令セッ
トの相関係数を確定し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前
記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するための訓練
装置８０５をさらに備える。
【０２５０】
　一例として、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体
的に、上記命令変換装置８０２又は訓練装置８０５が、画像の色の変更や、画像の回転等
の関連命令を含む音声信号を受信することである。命令毎に１つの命令セットが対応する
。自己適応訓練用の入力した音声信号にとって、対応する命令セットは既知のものであり
、上記命令変換装置８０２又は訓練装置８０５はこれらの音声信号を音声命令変換モデル
の入力データとして、出力後の予測命令を取得する。上記命令変換装置８０２又は訓練装
置８０５は、上記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を算出し、上記音声命
令変換モデルにおけるパラメータ（重みや、オフセット等）を適応的に更新して、上記音
声命令変換モデルの性能を向上し、さらに上記目標音声命令変換モデルを取得する。
【０２５１】
　前記画像処理装置８００は、前記テキスト情報又は前記画像処理命令又は前記目標領域
を記憶するためのメモリ８０４をさらに備える。
【０２５２】
　また、好ましい一実施例において、上記メモリ８０４は、上記第１の記憶モジュール及
び第２の記憶モジュールと同一の記憶モジュールであってもよく、異なる記憶モジュール
であってもよい。
【０２５３】
　画像処理機８０３は、前記画像処理命令と目標画像処理モデルに基づいて前記処理対象
画像を処理するためのものである。
【０２５４】
　また、前記画像処理機８０３は、予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジュー
ルからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得するための命令取得モジュー
ル８０３１と、前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領
域を処理するための処理モジュール８０３２と、を備える。
【０２５５】
　好ましくは、前記処理モジュール８０３２は、前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能
を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令
を取得し、前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を
処理するために用いられる。
【０２５６】
　具体的に、上記予め設定された時間ウィンドウは、予め設定された時間長であると理解
してもよい。予め設定された時間長内で上記取得手段８０３１は上記記憶モジュール８０
４からＭ個の画像処理命令を取得した後、上記処理モジュール８０３２は上記Ｍ個の画像
処理命令について２つずつ比較し、当該Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する命令
を削除して、Ｎ個の画像処理命令を取得する。上記処理モジュール８０３２は上記Ｎ個の
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処理命令と上記目標画像処理モデルに基づいて上記処理対象画像を処理する。
【０２５７】
　一例として、上記処理モジュール８０３２は上記Ｍ個の画像処理命令について２つずつ
比較する。画像処理命令Ａと画像処理命令Ｂとが同じである場合、上記処理モジュール８
０３２は上記画像処理命令Ａ及びＢのうち最大のオーバーヘッドを削除し、画像処理命令
Ａと画像処理命令Ｂとが異なる場合、上記処理モジュール８０３２は上記画像処理命令Ａ
と上記画像処理命令Ｂの類似度係数を取得する。当該類似度係数が類似度閾値よりも大き
い時、上記画像処理命令Ａと上記画像処理命令Ｂの機能が同じであることを確定し、上記
処理モジュール８０３２は上記画像処理命令Ａ及びＢのうち最大のオーバーヘッドを削除
し、上記類似度係数が上記類似度閾値よりも小さい時、上記処理モジュール８０３２は上
記画像処理命令Ａ及びＢの機能が異なることを確定する。当該画像処理命令Ａ及びＢは上
記Ｎ個の処理命令のうちの任意の２つである。
【０２５８】
　具体的に、上記画像処理機８０３に対し、その入力と出力はいずれも画像である。上記
画像処理機８０３のＡＮＮや従来のコンピュータビジョン方法に限られない方法によって
上記処理対象画像に対して行う処理は、美体（例えば美脚、豊胸）、顔の変更、顔の美化
、オブジェクトの変更（猫と犬の交換、シマウマの馬への変更、リンゴとオレンジの交換
等）、背景の変更（後の森を畑に置き換え）、遮蔽物除去（例えば片目が顔に遮られると
、再度に目を再構成する）、スタイルの変換（１秒でゴッホ画風へ変更）、位置姿勢の変
換（例えば立っている状態から座る状態に変更、顔の正面から側面への変更）、油絵以外
のものが油絵に変更、画像背景の色の変更や、画像中のオブジェクト場所の季節の背景の
変更等を含むが、これらに限定されない。
【０２５９】
　好ましくは、上記音声収集装置８０１が上記音声信号を受信する前に、上記画像処理機
８０３は画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、上記目標画像処理モデルを取得
する。
【０２６０】
　また、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われ
る。
【０２６１】
　具体的に、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練がオフラインで行われることは、
具体的に、上記画像処理機８０３がそのハードウェアを基で上記画像処理モデルに対して
自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得することである。上記画像処理モ
デルに対する自己適応訓練はオンラインで行われることは、具体的に、上記画像処理機８
０３と異なるクラウドサーバが上記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、目標
画像処理モデルを取得することである。上記画像処理機８０３が上記目標画像処理モデル
を使用する必要がある場合、当該画像処理機８０３は上記クラウドサーバから当該目標画
像処理モデルを取得する。
【０２６２】
　好ましくは、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督されるか、又は監督され
ない。
【０２６３】
　具体的に、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的に、
上記画像処理機８０３が画像処理モデルに基づいて上記音声信号を予測画像に変換し、そ
の後に、上記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、当該目標は手動で
音声信号に従って処理対象画像を処理することで得られる画像であり、上記画像処理機８
０３が前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを
最適化して、前記目標画像処理モデルを取得することである。
【０２６４】
　また、好ましい一実施例において、上記画像処理装置８００は、前記音声命令変換モデ
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ルに基づいて前記音声信号を予測命令に変換し、前記予測命令及びその対応する命令セッ
トの相関係数を確定し、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数に従って前
記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得するための訓練
装置８０５をさらに備える。
【０２６５】
　一例として、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的に
、上記画像処理機８０３又は訓練装置８０５が、画像の色の変更や、画像の回転等の関連
命令を含む音声信号を受信することである。命令毎に１枚の目標画像が対応する。自己適
応訓練用の入力した音声信号にとって、対応する目標画像は既知のものであり、上記画像
処理機８０３又は訓練装置８０５はこれらの音声信号を画像処理モデルの入力データとし
て、出力後の予測画像を取得する。上記画像処理機８０３又は訓練装置８０５は、上記予
測画像及びその対応する目標画像の相関係数を算出し、上記画像処理モデルにおけるパラ
メータ（重みや、オフセット等）を適応的に更新して、上記画像処理モデルの性能を向上
し、さらに上記目標画像処理モデルを取得する。
【０２６６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置８００の命令変換装置８０２は、
命令変換装置８０２における音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、目標音
声命令変換モデルを取得するために用いることができる。前記画像処理装置８００の画像
処理機８０３は、画像処理機８０３における画像処理モデルに対して自己適応訓練を行っ
て、目標画像処理モデルを取得するために用いることができる。
【０２６７】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理装置８００は、命令変換装置８０２に
おける音声命令変換モデルと画像処理機８０３における画像処理モデルに対してそれぞれ
自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルと目標画像処理モデルを取得するための
訓練装置８０５をさらに備える。
【０２６８】
　上記訓練装置８０５は、監督される方法又は監督されない方法によって上記音声命令変
換モデル又は上記画像処理モデルにおける構造とパラメータを調整して、当該音声命令変
換モデル又は画像処理モデルの性能を向上し、最終に目標音声命令変換モデル又は目標画
像処理モデルを取得することができる。
【０２６９】
　本実施例において、画像処理装置８００はモジュール化されている。本明細書における
「モジュール」は、特定用途向け集積回路（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ；ＡＳＩＣ）、１つ又は複数のソフトウェア又
はファームウェアプログラムを実行するプロセッサー及びメモリ、集積論理回路、及び／
又は他の上記機能を提供することができるデバイスを指してもよい。また、以上の音声収
集装置８０１、命令変換装置８０２、画像処理機８０３、記憶モジュール８０４、及び訓
練装置８０５は、図５、図６、図１２、図８に示す人工ニューラルネットワークチップに
よって実現することができる。
【０２７０】
　好ましくは、上記画像処理装置８００の命令変換装置８０２又は画像処理機８０３の処
理モジュール８０３２は、人工ニューラルネットワークチップである。即ち、上記命令変
換装置８０２と上記画像処理機８０３の処理モジュール８０３２は独立した２枚の人工ニ
ューラルネットワークチップであり、その構造はそれぞれ図５及び図６に示す通りである
。
【０２７１】
　本装置において、命令変換装置８０２と画像処理機８０３は、直列に実行されてもよく
、ソフトウェアパイプラインの形態で実行されてもよい。即ち、画像処理機８０３が前の
画像を処理する時、命令変換装置８０２は次の画像を処理することができる。そうすると
、ハードウェアのスループットを向上し、画像処理効率を向上することができる。
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【０２７２】
　図５を参照すると、図５は人工ニューラルネットワークチップの構造ブロック模式図で
ある。図５に示すように、当該チップは、制御手段５１０と、記憶手段５２０と、入出力
手段５３０とを備える。
【０２７３】
　また、上記制御手段５１０は、ニューラルネットワーク演算命令と汎用演算命令を含む
実行されるべき命令を記憶するための命令キャッシュ手段５１１を備える。
【０２７４】
　一実施形態において、命令キャッシュ手段５１１は並べ替えキャッシュであってもよい
。
【０２７５】
　命令処理手段５１２は、命令キャッシュ手段からニューラルネットワーク演算命令又は
汎用演算命令を取得し、当該命令を処理して上記ニューラルネットワーク演算手段５１９
に供給するためのものである。上記命令処理手段５１２は、命令キャッシュ手段から命令
を取得するための命令取得モジュール５１３と、取得した命令を復号するための復号モジ
ュール５１４と、復号後の命令について順に記憶するための命令キューモジュール５１５
と、を備える。
【０２７６】
　スカラレジスタモジュール５１６は、上記命令に対応するコマンドコードとオペランド
を記憶するためのものである。ニューラルネットワーク演算命令に対応するニューラルネ
ットワーク演算コマンドコードとオペランド、及び汎用演算命令に対応する汎用演算コマ
ンドコードとオペランドを含んでいる。
【０２７７】
　処理依存関係モジュール５１７は、上記命令処理手段５１２によって送信された命令及
びその対応するコマンドコードとオペランドを判断するためのものであり、当該命令と前
の命令とが同じデータにアクセスするかどうかを判断し、同じデータにアクセスすると、
当該命令を記憶キュー手段５１８に記憶し、前の命令の実行が完了した後に、記憶キュー
手段における当該命令を上記ニューラルネットワーク演算手段５１９に与える。同じデー
タにアクセスしないと、当該命令を直接に上記ニューラルネットワーク演算手段５１９に
与える。
【０２７８】
　記憶キュー手段５１８は、命令が記憶手段にアクセスする時、同じ記憶スペースにアク
セスする連続する２つの命令を記憶するためのものである。
【０２７９】
　具体的に、上記連続する２つの命令の実行結果の正確性を保証するために、現在の命令
が前の命令のデータに依存することが検出された場合、当該連続する２つの命令は依存が
なくなるまで上記記憶キュー手段５１８内で待たなければならない。そうしないと、当該
連続する２つの命令を上記ニューラルネットワーク演算手段に与えることができない。
【０２８０】
　ニューラルネットワーク演算手段５１９は、命令処理手段又は記憶キュー手段から伝送
される命令を処理するためのものである。
【０２８１】
　記憶手段５２０は、ニューロンキャッシュ手段５２１と重みキャッシュ手段５２２とを
備え、ニューラルネットワークデータモデルは上記ニューロンキャッシュ手段５２１と重
みキャッシュ手段５２２に記憶されている。
【０２８２】
　入出力手段５３０は、音声信号を入力し、画像処理命令を出力するためのものである。
【０２８３】
　一実施形態において、記憶手段５２０はスクラッチパッドメモリであってもよく、入出
力手段５３０はＩＯ直接メモリアクセスモジュールであってもよい。
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【０２８４】
　具体的に、上記チップ５００、即ち上記命令変換装置１０２が音声信号を画像処理命令
に変換することは、具体的に以下のステップを含む。
【０２８５】
　ステップ５０１では、命令取得モジュール５１３が命令キャッシュ手段５１１から１つ
の音声認識用の演算命令を取り出し、演算命令を復号モジュール５１４に送る。
【０２８６】
　ステップ５０２では、復号モジュール５１４が演算命令を復号し、復号後の命令を命令
キュー手段５１５に送る。
【０２８７】
　ステップ５０３では、スカラレジスタモジュール５１６から前記命令に対応するニュー
ラルネットワーク演算コマンドコードとニューラルネットワーク演算オペランドを取得す
る。
【０２８８】
　ステップ５０４では、命令が処理依存関係モジュール５１７に送られ、処理依存関係モ
ジュール５１７は命令に対応するコマンドコードとオペランドに対して判断を行い、命令
と前の実行完了ではない命令とがデータ上で依存関係が存在するかどうかを判断し、存在
しないと、前記命令を直接にニューラルネットワーク演算手段５１９に送り、存在すると
、命令は前の実行完了ではない命令とデータ上でもはや依存関係が存在しないまで記憶キ
ュー手段５１８で待ちする必要があり、その後に前記命令をニューラルネットワーク演算
手段５１９に送信する。
【０２８９】
　ステップ５０５では、ニューラルネットワーク演算手段５１９が命令に対応するコマン
ドコードとオペランドに従って必要なデータのアドレスとサイズを確定し、記憶手段５２
０から音声命令変換モデルデータ等を含む必要なデータを取り出す。
【０２９０】
　ステップ５０６では、ニューラルネットワーク演算手段５１９が前記命令に対応するニ
ューラルネットワーク演算を実行し、対応する処理を終了し、画像処理命令を取得し、画
像処理命令を記憶手段５２０に書き戻しする。
【０２９１】
　なお、上記記憶手段５２０は図５に示すチップのキャッシュ・オン・チップ手段である
。
【０２９２】
　図６を参照すると、図６は他の人工ニューラルネットワークチップの構造ブロック模式
図である。図６に示すように、当該チップは、制御手段６１０と、記憶手段６２０と、入
出力手段６３０とを備える。
【０２９３】
　また、上記制御手段６１０は、ニューラルネットワーク演算命令と汎用演算命令を含む
実行されるべき命令を記憶するための命令キャッシュ手段６１１を備える。
【０２９４】
　一実施形態において、命令キャッシュ手段６１１は並べ替えキャッシュであってもよい
。
【０２９５】
　命令処理手段６１２は、命令キャッシュ手段からニューラルネットワーク演算命令又は
汎用演算命令を取得し、当該命令を処理して上記ニューラルネットワーク演算手段６１９
に与えるためのものである。また、上記命令処理手段６１２は、命令キャッシュ手段から
命令を取得するための命令取得モジュール６１３と、取得した命令を復号するための復号
モジュール６１４と、復号後の命令について順に記憶するための命令キューモジュール６
１５と、を備える。
【０２９６】
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　スカラレジスタモジュール６１６は、上記命令に対応するコマンドコードとオペランド
を記憶するためのものである。ニューラルネットワーク演算命令に対応するニューラルネ
ットワーク演算コマンドコードとオペランド、及び汎用演算命令に対応する汎用演算コマ
ンドコードとオペランドを含んでいる。
【０２９７】
　処理依存関係モジュール６１７は、上記命令処理手段６１２によって送信された命令及
びその対応するコマンドコードとオペランドを判断するためのものであり、当該命令と前
の命令とが同じデータにアクセスするかどうかを判断し、同じデータにアクセスすると、
当該命令を記憶キュー手段６１８に記憶し、前の命令の実行が完了した後に、記憶キュー
手段における当該命令を上記ニューラルネットワーク演算手段６１９に与える。同じデー
タにアクセスしないと、当該命令を直接に上記ニューラルネットワーク演算手段６１９に
与える。
【０２９８】
　記憶キュー手段６１８は、命令が記憶手段にアクセスする時、同じ記憶スペースにアク
セスする連続する２つの命令を記憶するためのものである。
【０２９９】
　具体的に、上記連続する２つの命令の実行結果の正確性を保証するために、現在の命令
が前の命令のデータに依存することが検出された場合、当該連続する２つの命令は依存が
なくなるまで上記記憶キュー手段６１８内で待たなければならない。そうしないと、当該
連続する２つの命令を上記ニューラルネットワーク演算手段に与えることができない。
【０３００】
　ニューラルネットワーク演算手段６１９は、命令処理手段又は記憶キュー手段から伝送
される命令を処理するためのものである。
【０３０１】
　記憶手段６２０は、ニューロンキャッシュ手段６２１と重みキャッシュ手段６２２とを
備え、ニューラルネットワークデータモデルは上記ニューロンキャッシュ手段６２１と重
みキャッシュ手段６２２に記憶されている。
【０３０２】
　入出力手段６３０は、画像処理命令と処理対象画像を入力し、処理後の画像を出力する
ためのものである。
【０３０３】
　一実施形態において、記憶手段６２０はスクラッチパッドメモリであってもよく、入出
力手段６３０はＩＯ直接メモリアクセスモジュールであってもよい。
【０３０４】
　上記チップ、即ち上記画像処理機１０３の処理モジュール１０３２が行う画像処理は、
具体的に以下のようなステップを含む。
【０３０５】
　ステップ６０１では、命令取得モジュール６１３が命令キャッシュ手段６１１から１つ
の命令変換装置の生成した画像処理の命令を取り出し、演算命令を復号モジュール６１４
に送る。
【０３０６】
　ステップ６０２では、復号モジュール６１４が演算命令を復号し、復号後の命令を命令
キュー手段８１５に送信する。
【０３０７】
　ステップ６０３では、スカラレジスタモジュール６１６から前記命令に対応するニュー
ラルネットワーク演算コマンドコードとニューラルネットワーク演算オペランドを取得す
る。
【０３０８】
　ステップ６０４では、命令が処理依存関係モジュール６１７に送られ、処理依存関係モ
ジュール６１７は命令に対応するコマンドコードとオペランドに対して判断を行い、命令
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と前の実行完了ではない命令とがデータ上で依存関係が存在するかどうかを判断し、存在
しないと、前記命令を直接にニューラルネットワーク演算手段６１９に送り、存在すると
、命令は前の実行完了ではない命令とデータ上でもはや依存関係が存在しないまで記憶キ
ュー手段６１８で待ちする必要があり、その後に前記命令に対応するマイクロ命令をニュ
ーラルネットワーク演算手段６１９に送信する。
【０３０９】
　ステップ６０５では、ニューラルネットワーク演算手段６１９が前記命令に対応するコ
マンドコードとオペランドに従って必要なデータのアドレスとサイズを確定し、記憶手段
６２０から処理対象画像や、画像処理モデルデータ等を含む必要なデータを取り出す。
【０３１０】
　ステップ６０６では、ニューラルネットワーク演算手段６１９が前記命令に対応するニ
ューラルネットワーク演算を実行し、対応する処理を終了し、処理結果を記憶手段６２０
に書き戻しする。
【０３１１】
　なお、上記記憶手段６２０は図６に示すチップのキャッシュ・オン・チップ手段である
。
【０３１２】
　なお、上記命令変換装置１０２と上記画像処理機１０３の処理モジュール１０３２はい
ずれも人工ニューラルネットワークチップ又は汎用処理チップであってもよい。或いは、
上記命令変換装置１０２と上記画像処理機１０３の処理モジュール１０３２のうち、一方
が人工ニューラルネットワークチップであり、他方が汎用処理チップであってもよい。
【０３１３】
　好ましくは、上記画像処理装置は、データ処理装置、ロボット、コンピュータ、タブレ
ット、スマート端末、携帯電話、クラウドサーバ、カメラ、ビデオカメラ、プロジェクタ
、腕時計、イヤホン、携帯メモリ又はウェアラブル装置であってもよい。
【０３１４】
　なお、本発明の実施例の技術案において、音声収集装置がユーザーの入力した音声信号
を取得し、命令変換装置が目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を画像処理命令
と前記処理対象画像に対する処理対象領域に変換し、画像処理機が前記画像処理命令と目
標画像処理モデルに従って前記処理対象画像の処理領域を処理することができることが分
かる。従来の画像処理技術と比べると、本発明は、音声によって画像処理を行うので、画
像処理前にユーザーが画像処理ソフトウェアを学習する時間を省き、ユーザーの経験を向
上させている。
【０３１５】
　また、好ましい一実施例において、画像処理チップは上記の図８に示す画像処理装置を
備える。
【０３１６】
　また、上記チップは、メインチップと連携チップとを備え、上記連携チップは、本発明
の実施例の第１の態様に記載の装置を備え、上記メインチップは上記連携チップに起動信
号を与え、処理対象画像と画像処理命令が上記連携チップに伝送されるように制御するた
めのものである。
【０３１７】
　また、上記連携チップは、上記の図５及び図６に示すチップを備える。
【０３１８】
　好ましくは、上記画像処理チップは、ビデオカメラ、携帯電話、コンピュータ、ノート
ブック、タブレット又は他の画像処理装置に用いることができる。
【０３１９】
　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例は、上記の画像処理チップを備える
チップパッケージ構造を提供する。
【０３２０】
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　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例は、上記のチップパッケージ構造を
備えるボードカードを提供する。
【０３２１】
　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例は、上記のボードカードを備える電
子機器を提供する。
【０３２２】
　１つの可能な実施例では、本発明の実施例が他の電子機器を提供している。当該電子機
器は、上記ボードカード、対話型インタフェース、制御手段、及び音声収集装置を含んで
いる。
【０３２３】
　図８に示すように、音声収集装置は音声を受信し、音声と処理対象画像を入力データと
してボードカードの内部のチップに伝えるために用いられる。
【０３２４】
　好ましくは、上記画像処理チップは、人工ニューラルネットワーク処理チップであって
もよい。
【０３２５】
　好ましくは、音声収集装置は、マイクロフォン又はマルチアレイマイクロフォンであっ
てもよい。
【０３２６】
　また、ボードカードの内部のチップは図５及び図６に示すものと同じ実施例を含み、対
応する出力データ（即ち処理後の画像）を取得し、対話型インタフェースに伝送するため
のものである。
【０３２７】
　また、対話型インタフェースは上記チップ（人工ニューラルネットワークプロセッサー
と見なすことができる）の出力データを受信し、適切な形式のフィードバック情報に変換
してユーザーに表示させる。
【０３２８】
　また、制御手段はユーザーの操作又は命令を受信し、画像処理装置全体の動作を制御す
る。
【０３２９】
　好ましくは、上記電子機器は、データ処理装置、ロボット、コンピュータ、タブレット
、スマート端末、携帯電話、クラウドサーバ、カメラ、ビデオカメラ、プロジェクタ、腕
時計、イヤホン、携帯メモリ又はウェアラブル装置であってもよい。
【０３３０】
　図１３を参照すると、図１３は本発明の実施例が提供する画像処理方法のフローチャー
トである。図１３に示すように、当該方法は次のようなステップを含む。
【０３３１】
　Ｓ１３０１では、画像処理装置がユーザーの入力した音声信号を収集する。
【０３３２】
　Ｓ１３０２では、前記画像処理装置が目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号を
画像処理命令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換する。
【０３３３】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、音声認識技術によって前記音声信号を
テキスト情報に変換するステップと、自然言語処理技術と前記目標音声命令変換モデルに
よって前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換するステップと、前記画像処理命令に
おける語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記目
標領域を取得するステップと、を含む。
【０３３４】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
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を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、音声認識技術、語義理解技術及び前記
音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記画像処理命令に変換するステップと、前
記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領
域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【０３３５】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、前記テキスト情報又は前記画像処理命
令又は前記目標領域を記憶するステップをさらに含む。
【０３３６】
　Ｓ１３０３では、前記画像処理装置が前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って
前記目標領域を処理する。
【０３３７】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令と目標画像処理モデルに従って前
記目標領域を処理するステップは、予め設定された時間ウィンドウ内で前記記憶モジュー
ルからＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、前記Ｍ個の
画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理するステップと、
を含む。
【０３３８】
　また、好ましい一実施例において、前記Ｍ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデル
に基づいて前記目標領域を処理するステップは、前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能
を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令
を取得するステップと、前記Ｎ個の画像処理命令と前記目標画像処理モデルに基づいて前
記目標領域を処理するステップと、を含む。
【０３３９】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変
換モデルを取得するステップをさらに含む。
【０３４０】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオ
フライン又はオンラインで行われる。
【０３４１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練は監
督されるか、又は監督されない。
【０３４２】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行
って、目標音声命令変換モデルを取得するステップは、前記音声命令変換モデルに基づい
て前記音声信号を予測命令に変換するステップと、前記予測命令及びその対応する命令セ
ットの相関係数を確定するステップと、前記予測命令及びその対応する命令セットの相関
係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを取得
するステップと、を含む。
【０３４３】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号と処理対象画像を受信するステップの
前に、前記方法は、画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、目標画像処理モデル
を取得するステップをさらに含む。
【０３４４】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフラ
イン又はオンラインで行われる。
【０３４５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督さ
れるか、又は監督されない。
【０３４６】
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　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って
、目標画像処理モデルを取得するステップは、前記処理対象画像に対する前記画像処理モ
デルの処理によって予測画像を取得するステップと、前記予測画像及びその対応する目標
画像の相関係数を確定するステップと、前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係
数に従って前記画像処理モデルを最適化して、前記目標画像処理モデルを取得するステッ
プと、を含む。
【０３４７】
　なお、図１３に示す方法の各ステップの具体的実現過程は上記画像処理装置の具体的実
現過程を参照してもよい。ここではさらに詳しく説明しない。
【０３４８】
　図１４を参照すると、図１４は本発明の実施例が提供する画像処理装置の構造模式図で
ある。図１４に示すように、当該画像処理装置は、音声信号と処理対象画像を入力するた
めの入出力手段１３０を備えている。
【０３４９】
　好ましくは、上記画像処理装置は、騒音フィルタをさらに備え、上記入出力手段１３０
が上記音声信号を取得した後、上記騒音フィルタは当該音声信号に対して騒音低減処理を
行う。
【０３５０】
　好ましくは、当該入出力手段１３０は、音声センサ、マイクロフォン、ピックアップや
、他のオーディオ収集装置であってもよい。
【０３５１】
　具体的に、上記入出力手段１３０は、上記音声信号を取得する時、環境声音信号も取得
する。上記騒音フィルタは、上記環境声音信号に応じて上記音声信号に対して騒音低減処
理を実行する。当該環境声音信号は上記音声信号の騒音であると見なしてもよい。
【０３５２】
　さらに、上記入出力手段１３０は、上記音声信号と上記環境声音信号の収集に用いるだ
けでなく、騒音低減処理も実現するペアマイクロフォンアレイを含んでもよい。
【０３５３】
　記憶手段１２０は、前記音声信号と前記処理対象画像を記憶するためのものである。
【０３５４】
　画像処理手段１１０は、前記音声信号を画像処理命令と処理対象画像の処理領域である
目標領域に変換し、前記画像処理命令に従って前記目標領域を処理して、処理後の画像を
取得し、前記処理対象画像を前記記憶手段に記憶するためのものである。
【０３５５】
　好ましくは、前記記憶手段１２０は、ニューロン記憶手段１２１と、重みキャッシュ手
段１２２とを備え、前記画像処理手段１１０のニューラルネットワーク演算手段１１３は
、ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１を備え、前記ニューロン記憶手段１２１
が前記音声信号と前記処理対象画像を記憶するために用いられ、且つ、前記重みキャッシ
ュ手段１２２が目標音声命令変換モデルと目標画像処理モデルを記憶するために用いられ
る場合、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、前記目標音声命令変換モ
デルに基づいて前記音声信号を前記画像処理命令と前記目標領域に変換するために用いら
れ、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、前記目標画像処理モデルと前
記画像処理命令に従って前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得するためにも用い
られ、前記処理後の画像を前記ニューロン記憶手段に記憶するためにも用いられる。
【０３５６】
　さらに、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、具体的に、音声認識技
術に基づいて前記音声信号をテキスト情報に変換し、自然言語処理技術と前記目標音声命
令変換モデルに従って前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換し、前記画像処理命令
における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記
目標領域を取得するために用いられる。
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【０３５７】
　さらに、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、具体的に、音声認識技
術、語義理解技術及び前記目標音声命令変換モデルに基づいて前記音声信号を前記画像処
理命令に変換し、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前
記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【０３５８】
　さらに、前記ニューロン記憶手段１２１は、前記目標領域と前記画像処理命令を記憶す
るために用いられる。
【０３５９】
　具体的に、前記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、予め設定された時間
ウィンドウ内で前記ニューロン記憶手段からＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命
令を取得し、前記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、
Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも小さい整数）個の画像処理命令を取得し、前記Ｎ個の画像処理命令
と前記目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得する
ために用いられる。
【０３６０】
　具体的に、上記記憶手段１２０のニューロン記憶手段１２１が上記音声信号と上記処理
対象画像を記憶し、且つ、上記重みキャッシュ手段１２２が上記目標音声命令変換モデル
を記憶する時、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、音声認識技術に基
づいて前記音声信号をテキスト情報に変換し、自然音声処理技術と上記目標音声命令変換
モデルに基づいて上記テキスト情報を画像処理命令に変換し、当該画像処理命令における
語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて上記処理対象画像を領域分割し、上記目標領域
する取得するか、又は、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、音声認識
技術、語義理解技術及び上記目標音声命令変換モデルに基づいて上記音声信号を画像処理
命令に変換し、上記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて上記
処理対象画像を領域分割し、上記目標領域を取得する。
【０３６１】
　さらに、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は、上記画像処理命令と上
記目標領域を上記ニューロンキャッシュ手段１２１に記憶する。上記ニューラルネットワ
ーク演算サブ手段１１３１は、上記重みキャッシュ手段１２２から上記目標音声命令変換
モデルを取得し、予め設定された時間ウィンドウ内で上記ニューロン記憶手段１２１から
Ｍ個の画像処理命令と目標領域を取得し、上記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有す
る画像処理命令を削除して、Ｎ個の画像処理命令を取得する。上記ニューラルネットワー
ク演算サブ手段１１３１は、上記Ｎ個の画像処理命令と上記目標画像処理モデルに基づい
て上記目標領域を処理して、処理後の画像を取得する。
【０３６２】
　好ましくは、前記記憶手段は汎用データキャッシュ手段を備え、前記画像処理手段のニ
ューラルネットワーク演算手段は汎用演算サブ手段を備え、前記汎用データキャッシュ手
段が前記音声信号と前記処理対象画像を受信するために用いられる場合、前記汎用演算サ
ブ手段は前記音声信号を前記画像処理命令と前記目標領域に変換するために用いられ、前
記汎用演算サブ手段は、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後の画
像を取得するためにも用いられ、前記汎用演算サブ手段は、前記処理後の画像を前記汎用
データ記憶手段に記憶するためにも用いられる。
【０３６３】
　さらに、前記汎用演算サブ手段は、具体的に、音声認識技術に基づいて前記音声信号を
テキスト情報に変換し、自然言語処理技術に基づいて前記テキスト情報を前記画像処理命
令に変換し、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処
理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するために用いられる。
【０３６４】
　さらに、前記汎用演算サブ手段は、具体的に、音声認識技術と語義理解技術に基づいて
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前記音声信号を前記画像処理命令に変換し、前記画像処理命令における語義領域の粒度と
画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するために
用いられる。
【０３６５】
　さらに、前記汎用データキャッシュ手段は前記目標領域と前記画像処理命令を記憶する
ために用いられる。
【０３６６】
　具体的に、前記汎用演算サブ手段は、予め設定された時間ウィンドウ内で前記汎用デー
タキャッシュ手段からＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得し、前記Ｍ個
の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも
小さい整数）個の画像処理命令を取得し、前記Ｎ個の画像処理命令に応じて前記目標領域
を処理して、処理後の画像を取得するために用いられる。
【０３６７】
　具体的に、上記記憶手段１２０の汎用データキャッシュ手段１２３が上記音声信号と上
記処理対象画像を記憶する時、上記汎用演算サブ手段１１３２は、音声認識技術に基づい
て上記音声信号をテキスト情報に変換し、自然言語処理技術に基づいて上記テキスト情報
を画像処理命令に変換し、上記画像処理命令の語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて
上記処理対象画像を領域分割して、上記目標領域を取得するか、又は、上記汎用演算サブ
手段１１３２は、音声認識技術と語義理解技術に基づいて上記音声信号を上記画像処理命
令に変換し、当該画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて上記処
理対象画像を領域分割して、上記目標領域を取得する。
【０３６８】
　さらに、上記汎用演算サブ手段１１３２は上記画像処理命令と上記目標領域を上記汎用
データキャッシュ手段１２３に記憶する。上記汎用演算サブ手段１１３２は上記汎用デー
タキャッシュ手段から上記目標領域を取得し、予め設定された時間ウィンドウ内で上記汎
用データキャッシュ手段からＭ個の画像処理命令を取得し、当該Ｍ個の画像処理命令のう
ち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ個の画像処理命令を取得し、当該Ｎ個の
画像処理命令に応じて上記目標領域を処理して、処理後の画像を取得する。
【０３６９】
　具体的に、上記予め設定された時間ウィンドウは、予め設定された時間長であると理解
してもよい。予め設定された時間長内で上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３
１は上記ニューロン記憶手段１２１からＭ個の画像処理命令を取得するか、又は、上記汎
用演算サブ手段１１３２は上記汎用データキャッシュ手段からＭ個の画像処理命令を取得
した後、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１又は上記汎用演算サブ手段１
１３２は上記Ｍ個の画像処理命令について２つずつ比較し、当該Ｍ個の画像処理命令のう
ち同じ機能を有する命令を削除して、Ｎ個の画像処理命令を取得する。上記ニューラルネ
ットワーク演算サブ手段１１３１又は上記汎用演算サブ手段１１３２は上記Ｎ個の処理命
令と上記目標画像処理モデルに基づいて上記処理対象画像を処理する。
【０３７０】
　一例として、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１又は上記汎用演算サブ
手段１１３２は上記Ｍ個の画像処理命令について２つずつ比較する。画像処理命令Ａと画
像処理命令Ｂとが同じである場合、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１又
は上記汎用演算サブ手段１１３２は上記画像処理命令Ａ及びＢのうち最大のオーバーヘッ
ドを削除し、画像処理命令Ａと画像処理命令Ｂとが異なる場合、上記ニューラルネットワ
ーク演算サブ手段１１３１又は上記汎用演算サブ手段１１３２は上記画像処理命令Ａと上
記画像処理命令Ｂの類似度係数を取得する。当該類似度係数が類似度閾値よりも大きい時
、上記画像処理命令Ａと上記画像処理命令Ｂの機能が同じであることを確定し、上記ニュ
ーラルネットワーク演算サブ手段１１３１又は上記汎用演算サブ手段１１３２は上記画像
処理命令Ａ及びＢのうち最大のオーバーヘッドを削除し、上記類似度係数が上記類似度閾
値よりも小さい時、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１又は上記汎用演算
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サブ手段１１３２は上記画像処理命令Ａ及びＢの機能が異なることを確定する。当該画像
処理命令Ａ及びＢは上記Ｎ個の処理命令のうちの任意の２つである。
【０３７１】
　前記入出力手段１０４は、前記処理後の画像を出力するためにも用いられる。
【０３７２】
　また、上記画像処理手段は、上記音声信号に応じて上記処理対象画像を処理して、処理
後の画像を取得した後、上記入出力手段によって当該処理後の画像を出力する。
【０３７３】
　例を挙げて上記語義領域を説明すると、上記画像処理装置が音声信号に応じて上記目標
領域が顔領域であると確定した場合、上記語義領域は上記処理対象画像における顔領域で
あり、上記画像処理装置は顔を粒度として、上記処理対象画像における複数の顔領域を取
得する。上記目標領域が背景である場合、上記画像処理装置は上記処理対象画像を背景領
域と非背景領域に分割し、上記目標領域が赤色領域である場合、上記画像処理装置は上記
処理対象画像を色に従って異なる色の領域に分割する。
【０３７４】
　具体的に、本発明で使用される音声認識技術は、人工ニューラルネットワーク（Ａｒｔ
ｉｆｉｃｉａｌ　Ｎｅｕｒａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＡＮＮ）、隠れマルコフモデル（Ｈｉ
ｄｄｅｎ　Ｍａｒｋｏｖ　Ｍｏｄｅｌ；ＨＭＭ）等のモデルを含むが、これらに限定され
ない。上記第１の音声認識手段は、上記音声認識技術に基づいて上記音声信号を処理して
もよい。上記自然言語処理技術は、統計的機械学習や、ＡＮＮ等の方法を利用することを
含むが、これらに限定されない。上記語義理解手段は、上記自然言語処理技術に基づいて
語義情報を抽出することができる。上記画像認識技術は、エッジ検出に基づく方法、閾値
分割方法、領域成長及び分水嶺（ｗａｔｅｒｓｈｅｄ）アルゴリズム、階調積分投影（Ｇ
ｒａｙ－ｌｅｖｅｌ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）曲線分析、テン
プレートマッチング、変形可能テンプレート、ハフ（Ｈｏｕｇｈ）変換、スネーク（Ｓｎ
ａｋｅ）演算子、Ｇａｂｏｒウェーブレット変換に基づく弾性マップマッチング技術や、
アクティブ形状モデル及びアクティブ外観モデル等の方法等のアルゴリズムを含むが、こ
れらに限定されない。上記画像認識手段は、上記画像認識技術に基づいて上記処理対象画
像を異なる領域に分割することができる。
【０３７５】
　好ましくは、上記入出力手段１３０が上記音声信号と上記処理対象画像を取得する前に
、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は音声命令変換モデルに対して自己
適応訓練を行って、上記目標音声命令変換モデルを取得する。
【０３７６】
　また、音声命令変換モデルに対する上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１
の自己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【０３７７】
　具体的に、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練がオフラインで行われること
は、具体的に、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１がそのハードウェアを
基で上記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを
取得することである。上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練がオンラインで行わ
れることは、具体的に、ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１と異なるクラウド
サーバが上記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデ
ルを取得することである。上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が上記目標
音声命令変換モデルを使用する必要がある場合、当該ニューラルネットワーク演算サブ手
段１１３１は上記クラウドサーバから当該目標音声命令変換モデルを取得する。
【０３７８】
　好ましくは、音声命令変換モデルに対する上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１
１３１の自己適応訓練は監督されるか、又は監督されない。
【０３７９】
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　具体的に、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的
に、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が音声命令変換モデルに基づいて
上記音声信号を予測命令に変換し、その後に、上記予測命令及びその対応する命令セット
の相関係数を確定し、当該命令セットは手動で音声信号に従って取得される命令のセット
であり、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が前記予測命令及びその対応
する命令セットの相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声
命令変換モデルを取得することである。
【０３８０】
　一例として、上記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体
的に、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が、画像の色の変更や、画像の
回転等の関連命令を含む音声信号を取得することである。命令毎に１つの命令セットが対
応する。自己適応訓練用の入力した音声信号にとって、対応する命令セットは既知のもの
であり、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１はこれらの音声信号を音声命
令変換モデルの入力データとして、出力後の予測命令を取得する。上記ニューラルネット
ワーク演算サブ手段１１３１は、上記予測命令及びその対応する命令セットの相関係数を
算出し、上記音声命令変換モデルにおけるパラメータ（重みや、オフセット等）を適応的
に更新して、上記音声命令変換モデルの性能を向上し、さらに上記目標音声命令変換モデ
ルを取得する。
【０３８１】
　具体的に、上記画像処理手段１１０に対し、その入力と出力はいずれも画像である。上
記画像１０３のＡＮＮや従来のコンピュータビジョン方法に限られない方法によって上記
処理対象画像に対して行う処理は、美体（例えば美脚、豊胸）、顔の変更、顔の美化、オ
ブジェクトの変更（猫と犬の交換、シマウマの馬への変更、リンゴとオレンジの交換等）
、背景の変更（後の森を畑に置き換え）、遮蔽物除去（例えば片目が顔に遮られると、再
度に目を再構成する）、スタイルの変換（１秒でゴッホ画風へ変更）、位置姿勢の変換（
例えば立っている状態から座る状態に変更、顔の正面から側面への変更）、油絵以外のも
のが油絵に変更、画像背景の色の変更や、画像中のオブジェクト場所の季節の背景の変更
等を含むが、これらに限定されない。
【０３８２】
　好ましくは、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が上記音声信号を受信
する前に、当該ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は画像処理モデルに対して
自己適応訓練を行って、上記目標画像処理モデルを取得する。
【０３８３】
　また、画像処理モデルに対する上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１の自
己適応訓練はオフライン又はオンラインで行われる。
【０３８４】
　具体的に、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練がオフラインで行われることは、
具体的に、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１がそのハードウェアを基で
上記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、目標音声命令変換モデルを取得する
ことである。上記画像処理モデルに対する自己適応訓練がオンラインで行われることは、
具体的に、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１と異なるクラウドサーバが
上記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行って、目標画像処理モデルを取得すること
である。上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が上記目標画像処理モデルを
使用する必要がある場合、当該ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１は上記クラ
ウドサーバから当該目標画像処理モデルを取得する。
【０３８５】
　好ましくは、画像処理モデルに対する上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３
１の自己適応訓練は監督されるか、又は監督されない。
【０３８６】
　具体的に、上記画像処理モデルに対する上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１
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３１の自己適応訓練が監督されることは、具体的に、上記ニューラルネットワーク演算サ
ブ手段１１３１が画像処理モデルに基づいて上記音声信号を予測画像に変換し、その後に
、上記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定し、当該目標は手動で音声信
号に従って処理対象画像を処理することで得られる画像であり、上記ニューラルネットワ
ーク演算サブ手段１１３１が前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って
前記画像処理モデルを最適化し、前記目標画像処理モデルを取得することである。
【０３８７】
　一例として、上記画像処理モデルに対する自己適応訓練が監督されることは、具体的に
、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１が、画像の色の変更や、画像の回転
等の関連命令を含む音声信号を取得することである。命令毎に１枚の目標画像が対応する
。自己適応訓練用の入力した音声信号にとって、対応する目標画像は既知のものであり、
上記ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１はこれらの音声信号を画像処理モデル
の入力データとして、出力後の予測画像を取得する。上記ニューラルネットワーク演算サ
ブ手段１１３１は、上記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を算出し、上記画
像処理モデルにおけるパラメータ（重みや、オフセット等）を適応的に更新して、上記画
像処理モデルの性能を向上し、さらに上記目標画像処理モデルを取得する。
【０３８８】
　また、上記画像処理装置の画像処理手段１１０は、ニューラルネットワーク演算命令と
汎用演算命令を含む実行されるべき命令を記憶するための命令キャッシュ手段１１１と、
前記ニューラルネットワーク演算命令を前記ニューラルネットワーク演算サブ手段に伝送
し、前記汎用演算命令を前記汎用演算サブ手段に伝送するための命令処理手段１１２と、
をさらに備える。
【０３８９】
　なお、上記画像処理装置の画像処理手段１１３におけるニューラルネットワーク演算サ
ブ手段１１３１が、画像処理操作や、上記画像処理モデルと上記音声命令変換モデルに対
して自己適応訓練を行う過程において、上記命令処理手段１１２は上記命令キャッシュ手
段１１１からニューラルネットワーク演算命令を取得し、上記ニューラルネットワーク演
算サブ手段１１３１に伝送して、当該ニューラルネットワーク演算サブ手段１１３１を駆
動する。上記汎用演算サブ手段１１３２が画像処理操作を行う過程において、上記命令処
理手段１１２は上記命令キャッシュ手段１１１から汎用演算命令を取得して上記汎用演算
サブ手段１１３２に伝送して、当該汎用演算サブ手段１１３２を駆動する。
【０３９０】
　本実施例において、上記画像処理装置は手段の形式で現れる。本明細書における「手段
」は、特定用途向け集積回路（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ；ＡＳＩＣ）、１つ又は複数のソフトウェア又はファームウ
ェアプログラムを実行するプロセッサー及びメモリ、集積論理回路、及び／又は他の上記
機能を提供することができるデバイスを指してもよい。
【０３９１】
　なお、本発明の実施例の技術案において、入出力手段は音声信号と処理対象画像を入力
し、記憶手段は前記音声信号と前記処理対象画像を記憶し、画像処理手段は前記音声信号
を画像処理命令と処理対象画像の処理領域である目標領域に変換し、前記画像処理命令に
応じて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得し、前記処理対象画像を前記記憶手
段に記憶し、前記入出力手段は前記処理後の画像を出力することができることが分かる。
従来の画像処理技術と比べると、本発明は、音声によって画像処理を行うので、画像処理
前にユーザーが画像処理ソフトウェアを学習する時間を省き、ユーザーの経験を向上させ
ている。
【０３９２】
　図１５を参照すると、図１５は本発明の実施例が提供する他の画像処理装置の構造ブロ
ック模式図である。図１５に示すように、当該チップは、画像処理手段２１０と、記憶手
段２２０と、入出力手段２３０とを備えている。
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【０３９３】
　また、上記画像処理手段２１０は、ニューラルネットワーク演算命令と汎用演算命令を
含む実行されるべき命令を記憶するための命令キャッシュ手段２１１を備える。
【０３９４】
　一実施形態において、上記命令キャッシュ手段２１１は並べ替えキャッシュであっても
よい。
【０３９５】
　命令処理手段２１２は、命令キャッシュ手段からニューラルネットワーク演算命令又は
汎用演算命令を取得し、当該命令を処理して上記ニューラルネットワーク演算手段２１３
に供給するためのものである。上記命令処理手段２１２は、命令キャッシュ手段から命令
を取得するための命令取得モジュール２１４と、取得した命令を復号するための復号モジ
ュール２１５と、復号後の命令について順に記憶するための命令キューモジュール２１６
と、を備える。
【０３９６】
　スカラレジスタモジュール２１７は、ニューラルネットワーク演算命令に対応するニュ
ーラルネットワーク演算コマンドコードとオペランド、及び汎用演算命令に対応する汎用
演算コマンドコードとオペランドを含んでいる。
【０３９７】
　処理依存関係モジュール２１８は、上記命令処理手段２１２によって送信された命令及
びその対応するコマンドコードとオペランドを判断するためのものであり、当該命令と前
の命令とが同じデータにアクセスするかどうかを判断し、同じデータにアクセスすると、
当該命令を記憶キュー手段２１９に記憶し、前の命令の実行が完了した後に、記憶キュー
手段における当該命令を上記ニューラルネットワーク演算手段２１３に与える。同じデー
タにアクセスしないと、当該命令を直接に上記ニューラルネットワーク演算手段２１３に
与える。
【０３９８】
　記憶キュー手段２１９は、命令が記憶手段にアクセスする時、同じ記憶スペースにアク
セスする連続する２つの命令を記憶するためのものである。
【０３９９】
　具体的に、上記連続する２つの命令の実行結果の正確性を保証するために、現在の命令
が前の命令のデータに依存することが検出された場合、当該連続する２つの命令は依存が
なくなるまで上記記憶キュー手段２１９内で待たなければならない。そうしないと、当該
連続する２つの命令を上記ニューラルネットワーク演算手段に与えることができない。
【０４００】
　ニューラルネットワーク演算手段２１３は、命令処理モジュール又は記憶キュー手段か
ら伝送される命令を処理するためのものである。
【０４０１】
　記憶手段２２０は、ニューロンキャッシュ手段５２１と重みキャッシュ手段５２２とを
備え、ニューラルネットワークデータモデルは上記ニューロンキャッシュ手段２２１と重
みキャッシュ手段２２２に記憶されている。
【０４０２】
　入出力手段２３０は、音声信号を入力し、画像処理命令を出力するためのものである。
【０４０３】
　一実施形態において、記憶手段２２０はスクラッチパッドメモリであってもよく、入出
力手段２３０はＩＯ直接メモリアクセスモジュールであってもよい。
【０４０４】
　具体的に、上記画像処理装置のニューラルネットワーク演算サブ手段が音声信号を画像
処理命令に変換することは、具体的に次のようなステップを含む。
【０４０５】
　ステップＡでは、命令取得モジュール２１４が命令キャッシュ手段２１１から１つの音
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声認識用のニューラルネットワーク演算命令を取り出し、演算命令を復号モジュール２１
５に送る。
【０４０６】
　ステップＢでは、復号モジュール２１５が演算命令を復号し、復号後の命令を命令キュ
ー手段２１６に送る。
【０４０７】
　ステップＣでは、スカラレジスタモジュール２１７から前記命令に対応するニューラル
ネットワーク演算コマンドコードとニューラルネットワーク演算オペランドを取得する。
【０４０８】
　ステップＤでは、命令が処理依存関係モジュール２１８に送られ、当該処理依存関係モ
ジュール２１８は命令に対応するコマンドコードとオペランドに対して判断を行い、命令
と前の実行完了ではない命令とがデータ上で依存関係が存在するかどうかを判断し、存在
しないと、前記命令を直接にニューラルネットワーク演算手段２１３に送り、存在すると
、命令は前の実行完了ではない命令とデータ上でもはや依存関係が存在しないまで記憶キ
ュー手段２１９で待ちする必要があり、その後に前記命令をニューラルネットワーク演算
手段２１３に送信する。
【０４０９】
　ステップＥでは、ニューラルネットワーク演算サブ手段２１３１が命令に対応するコマ
ンドコードとオペランドに従って必要なデータのアドレスとサイズを確定し、記憶手段２
２０から音声命令変換モデルデータ等を含む必要なデータを取り出す。
【０４１０】
　ステップＦでは、ニューラルネットワーク演算サブ手段２１３１が前記命令に対応する
ニューラルネットワーク演算を実行し、対応する処理を終了し、画像処理命令を取得し、
画像処理命令を記憶手段２２０のニューロン記憶手段２２１に書き戻しする。
【０４１１】
　具体的に、上記画像処理装置の汎用演算サブ手段が音声信号を画像処理命令に変換する
ことは、具体的に次のようなステップを含む。
【０４１２】
　ステップＡ’では、命令取得モジュール２１４が命令キャッシュ手段２１１から１つの
音声認識用の汎用演算命令を取り出し、演算命令を復号モジュール２１５に送る。
【０４１３】
　ステップＢ’では、復号モジュール２１５が演算命令を復号し、復号後の命令を命令キ
ュー手段２１６に送る。
【０４１４】
　ステップＣ’では、スカラレジスタモジュール２１７から前記命令に対応する汎用演算
コマンドコードと汎用演算オペランドを取得する。
【０４１５】
　ステップＤ’では、命令が処理依存関係モジュール２１８に送られ、当該処理依存関係
モジュール２１８は命令に対応するコマンドコードとオペランドに対して判断を行い、命
令と前の実行完了ではない命令とがデータ上で依存関係が存在するかどうかを判断し、存
在しないと、前記命令を直接にニューラルネットワーク演算手段２１３に送り、存在する
と、命令は前の実行完了ではない命令とデータ上でもはや依存関係が存在しないまで記憶
キュー手段２１９で待ちする必要があり、その後に前記命令をニューラルネットワーク演
算手段２１３に送信する。
【０４１６】
　ステップＥ’では、汎用演算サブ手段２１３２が命令に対応するコマンドコードとオペ
ランドに従って必要なデータのアドレスとサイズを確定し、記憶手段２２０から音声命令
変換モデルデータ等を含む必要なデータを取り出す。
【０４１７】
　ステップＦ’では、汎用演算サブ手段２１３２が前記命令に対応する汎用演算を実行し
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、対応する処理を終了し、画像処理命令を取得し、画像処理命令を記憶手段２２０の汎用
データキャッシュ手段２２３に書き戻しする。
【０４１８】
　なお、画像処理過程において、上記ニューラルネットワーク演算サブ手段２１３のニュ
ーラルネットワーク演算サブ手段２１３１と汎用演算サブ手段２１３２、上記記憶手段２
２０のニューロン記憶手段２２１、重みキャッシュ手段２２２と汎用データキャッシュ手
段２２３と上記入出力手段２３０の具体的な操作過程は、図１４に示す実施例の関連説明
を参照することができ、ここではさらに説明しない。
【０４１９】
　なお、上記記憶手段２２０は図１５に示す画像処理装置のキャッシュ・オン・チップ手
段である。
【０４２０】
　好ましくは、上記画像処理装置は、データ処理装置、ロボット、コンピュータ、タブレ
ット、スマート端末、携帯電話、クラウドサーバ、カメラ、ビデオカメラ、プロジェクタ
、腕時計、イヤホン、携帯メモリ又はウェアラブル装置であってもよい。
【０４２１】
　また、好ましい一実施例において、画像処理チップは上記した図１４に示す画像処理装
置を備えている。
【０４２２】
　また、上記チップは、メインチップと、連携チップとを備え、上記連携チップは、本発
明の実施例の第１の態様に記載の装置を備え、上記メインチップは、上記連携チップに起
動信号を与え、処理対象画像と画像処理命令が上記連携チップに伝送されるように制御す
るためのものである。
【０４２３】
　好ましくは、上記画像処理チップは、ビデオカメラ、携帯電話、コンピュータ、ノート
ブック、タブレット又は他の画像処理装置に用いることができる。
【０４２４】
　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例はチップパッケージ構造を提供して
おり、当該チップパッケージ構造は上記画像処理チップを備えている。
【０４２５】
　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例はボードカードを提供しており、当
該ボードカードは上記チップパッケージ構造を備えている。
【０４２６】
　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例は電子機器を提供しており、当該電
子機器は上記ボードカードを備えている。
【０４２７】
　また、好ましい一実施例において、本発明の実施例は他の電子機器を提供しており、当
該電子機器は上記ボードカード、対話型インタフェース、制御手段と音声収集装置を備え
ている。
【０４２８】
　図１６に示すように、上記音声収集装置は音声を受信し、音声と処理対象画像を入力デ
ータとしてボードカードの内部の画像処理チップに伝えるために用いられる。
【０４２９】
　好ましくは、上記画像処理チップは人工ニューラルネットワーク処理チップであっても
よい。
【０４３０】
　好ましくは、音声収集装置はマイクロフォン又はマルチアレイマイクロフォンであって
もよい。
【０４３１】
　また、ボードカードの内部のチップは図１４及び図１５に示すものと同じ実施例を含み
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、対応する出力データ（即ち処理後の画像）を取得し、対話型インタフェースに伝送する
ためのものである。
【０４３２】
　また、対話型インタフェースは上記チップ（人工ニューラルネットワークプロセッサー
と見なすことができる）の出力データを受信し、適切な形式のフィードバック情報に変換
してユーザーに表示させる。
【０４３３】
　また、画像処理手段はユーザーの操作又は命令を受信し、画像処理装置全体の動作を制
御する。
【０４３４】
　好ましくは、上記電子機器は、データ処理装置、ロボット、コンピュータ、タブレット
、スマート端末、携帯電話、クラウドサーバ、カメラ、ビデオカメラ、プロジェクタ、腕
時計、イヤホン、携帯メモリ又はウェアラブル装置であってもよい。
【０４３５】
　図１７を参照すると、図１７は本発明の実施例が提供する画像処理方法のフローチャー
トである。図１７に示すように、当該方法は次のようなステップを含む。
【０４３６】
　Ｓ１７０１では、画像処理装置が音声信号と処理対象画像を入力する。
【０４３７】
　Ｓ１７０２では、画像処理装置が前記音声信号と前記処理対象画像を記憶する。
【０４３８】
　Ｓ１７０３では、画像処理装置が前記音声信号を画像処理命令と処理対象画像の処理領
域である目標領域に変換し、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して、処理後
の画像を取得し、前記処理対象画像を前記記憶手段に記憶する。
【０４３９】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、音声認識技術に基づいて前記音声信号をテキスト情報に変換するステップと
、自然言語処理技術と目標音声命令変換モデルに基づいて前記テキスト情報を前記画像処
理命令に変換するステップと、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術
に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む
。
【０４４０】
　また、好ましい一実施例において、前記目標音声命令変換モデルに従って前記音声信号
を画像処理命令と目標領域に変換するステップは、音声認識技術、語義理解技術及び前記
音声命令変換モデルによって前記音声信号を前記画像処理命令に変換するステップと、前
記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領
域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【０４４１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、音声認識技術、語義理解技術及び目標音声命令変換モデルに基づいて前記音
声信号を前記画像処理命令に変換するステップと、前記画像処理命令における語義領域の
粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得する
ステップと、を含む。
【０４４２】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、音声認識技術に基づいて前記音声信号をテキスト情報に変換するステップと
、自然言語処理技術に基づいて前記テキスト情報を前記画像処理命令に変換するステップ
と、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づいて前記処理対象画
像を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【０４４３】



(50) JP 6810283 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップは、音声認識技術と語義理解技術に基づいて前記音声信号を前記画像処理命令に
変換するステップと、前記画像処理命令における語義領域の粒度と画像認識技術に基づい
て前記処理対象画像を領域分割し、前記目標領域を取得するステップと、を含む。
【０４４４】
　また、好ましい一実施例において、前記音声信号を画像処理命令と目標領域に変換する
ステップの後に、前記方法は、前記画像処理命令と前記目標領域を記憶するステップをさ
らに含む。
【０４４５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して
、処理後の画像を取得するステップは、予め設定された時間ウィンドウ内で前記ニューロ
ン記憶手段からＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、前
記Ｍ個の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍ
よりも小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、前記Ｎ個の画像処理命令と
目標画像処理モデルに基づいて前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得するステッ
プと、を含む。
【０４４６】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理命令に応じて前記目標領域を処理して
、処理後の画像を取得するステップは、予め設定された時間ウィンドウ内で前記汎用デー
タキャッシュ手段からＭ（Ｍは１より大きい整数）個の画像処理命令を取得し、前記Ｍ個
の画像処理命令のうち同じ機能を有する画像処理命令を削除して、Ｎ（Ｎは前記Ｍよりも
小さい整数）個の画像処理命令を取得するステップと、前記Ｎ個の画像処理命令に応じて
前記目標領域を処理して、処理後の画像を取得するステップと、を含む。
【０４４７】
　Ｓ１７０４では、画像処理装置が前記処理後の画像を出力する。
【０４４８】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、音声命令変換モデルに対して自己適応
訓練を行って、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップをさらに含む。
【０４４９】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練はオ
フライン又はオンラインで行われる。
【０４５０】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対する自己適応訓練は監
督されるか、又は監督されない。
【０４５１】
　また、好ましい一実施例において、前記音声命令変換モデルに対して自己適応訓練を行
って、前記目標音声命令変換モデルを取得するステップは、前記音声命令変換モデルに基
づいて前記音声信号を予測命令に変換するステップと、前記予測命令及びその対応する命
令セットの相関係数を確定するステップと、前記予測命令及びその対応する命令セットの
相関係数に従って前記音声命令変換モデルを最適化して、前記目標音声命令変換モデルを
取得するステップと、を含む。
【０４５２】
　また、好ましい一実施例において、前記方法は、画像処理モデルに対して自己適応訓練
を行って、前記目標画像処理モデルを取得するステップをさらに含む。
【０４５３】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練はオフラ
イン又はオンラインで行われる。
【０４５４】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対する自己適応訓練は監督さ
れるか、又は監督されない。
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【０４５５】
　また、好ましい一実施例において、前記画像処理モデルに対して自己適応訓練を行うス
テップは、前記処理対象画像に対する前記画像処理モデルの処理によって予測画像を取得
するステップと、前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数を確定するステップ
と、前記予測画像及びその対応する目標画像の相関係数に従って前記画像処理モデルを最
適化して、前記目標画像処理モデルを取得するステップと、を含む。
【０４５６】
　なお、図１７に示す方法の各ステップの具体的な実現過程は上記画像処理装置の具体的
な実現過程を参照することができ、ここではさらに説明しない。
【０４５７】
　なお、前記の各方法実施例について、簡単に説明するために、それらを一連の動作の組
み合わせとして記述したが、当業者であれば、本発明が説明された動作順序によって限定
されないことを理解すべきである。それは、本発明によれば、幾つかのステップは他の順
序で、又は同時に実行され得るからである。さらに、当業者であれば、明細書に説明され
た実施例はいずれも好ましい実施例であり、係る動作及びモジュールは必ずしも本発明に
とって必要なものではないことを理解すべきである。
【０４５８】
　上記実施例において、各実施例に対する説明はいずれもそれぞれの重点があり、ある実
施例で詳しく説明しない部分は、他の実施例の関連説明を参照することができる。
【０４５９】
　本願で提供される幾つかの実施例において、開示された装置は、他の形態によって実現
されてもよいことを理解すべきである。例えば、以上に説明された装置実施例は単に例示
的なものである。例えば前記手段の分割は、単に論理的な機能分割であり、実際実現する
場合に別の分割形態を採用してもよい。例えば複数の手段又はモジュールは組み合わせて
もよく、他のシステムに統合してもよく、一部の特徴を無視するか、又は実行しなくても
よい。一方、表れ又は検討している構成要素同士の結合又は直接結合又は通信接続は、幾
つかのインターフェース、装置又は手段を介した間接的結合又は通信接続であってもよく
、電気的又は他の形式であってもよい。
【０４６０】
　前記した別々の構成要素として説明された手段は、物理的に分離されてもされなくても
よい。手段として現れた部材も物理手段でもそうでなくてもよい。即ち、一箇所に位置し
てもよく、複数のネットワーク手段に分布されてもよい。なお、実際の必要に応じてその
中の一部又は全部手段を選んで本実施例の技術案の目的を実現することができる。
【０４６１】
　また、本発明の各実施例における各機能手段は、１つの処理手段に統合されてもよく、
各手段が物理的に独立して存在してもよく、１つの手段に２又は２以上の手段を統合して
もよい。上記の統合した手段は、ハードウェアで実現されてもよく、ソフトウェア機能手
段で実現されてもよい。
【０４６２】
　前記統合した手段は、ソフトウェア機能手段で実現され、且つ独立の製品として販売又
は使用される場合、コンピュータ読み取り可能なメモリに記憶してもよい。このような理
解に基づいて、本発明の技術案は実質的に、又は従来技術に対して貢献した部分又は当該
技術案の全部又は一部をソフトウェア製品の形で具体化することができる。当該コンピュ
ータソフトウェア製品はメモリに記憶され、１台のコンピュータデバイス（パーソナルコ
ンピュータ、サーバ又はネットワークデバイス等であり得る）に本発明の各実施例に記載
の方法の全部又は一部のステップを実行させるための複数の命令を含まれる。また、前記
のメモリは、Ｕディスク、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ、Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ
）、リムーバブルハードディスク、磁気ディスク又は光ディスク等の様々なプログラムコ
ードを記憶可能な媒体を含む。
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【０４６３】
　以上より、本発明の実施例を詳細に説明し、具体的な例にて本発明の原理及び実施形態
を説明したが、以上の実施例の説明は単に本発明の方法及びその核心構想の理解に寄与す
るためのものである。同時に、当業者であれば、本発明の構想によって、具体的な実施形
態及び応用範囲で変更することができる。よって、本明細書の内容を本発明の制限である
と理解してはならない。
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